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遭
離
籍
馴
会
建
議

『榊
轉
騙
る
圓
趾
と
轢
週
愈
壁
溝
●
稟
騨
に
翻
漸
礎

週
隧
檄
鴬
ー
健
い
や
漸
種
症
遭
求
し
て
ー
』
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

平
成
一
五
年
一
〇
月
に
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
が
策

定
さ
れ
て
か
ら
五
年
目
を
迎
え
る
。
今
後
、
計
画
の
最
終

年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
次
期
社
会
資
本
整
備
重
点
計

画
の
策
定
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。本
稿
で
は
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
第
七
回
道
路
分
科

会

(分
科
会
長

小
枝

至
日
産
自
動
車
㈱
会
長
)
に
お

い
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
建
議

｢品
格
あ
る
国
土
と
快
適

な
生
活
の
実
現
に
向
け
た
道
路
政
策
~
使
い
や
す
さ
を
追

求
し
て
~
｣
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

=

道
路
政
策
の
歴
史
と
現
状

こ
れ
ま
で
の
道
路
政
策
の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
、
明

治
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
近
代
的
道
路
整
備
の
歴
史
や
戦

後
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
道
路
整
備
の
役
割
、
I
T

S
な
ど
の
最
新
の
新
た
な
取
組
み
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今

後
の
道
路
政
策
立
案
に
際
す
る
現
状
認
識
が
第
一
章
に
示

さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
と

し
た
相
次
ぐ
災
害
、
一
九
七
七
年
以
降
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増

加
傾
向
に
あ
る
死
傷
事
故
件
数
な
ど
か
ら
、
安
全
･
安
心

な
生
活
環
境
の
実
現
に
対
す
る
国
民
の
要
請
が
一
層
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
数
次
に
わ
た
る

｢渋
滞
対
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
｣
等
を
実
施
し
て
き
た
結
果
、
渋
滞
損
失
額
が

減
少
す
る
な
ど
や
や
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

未
だ
全
国
渋
滞
の
著
し
い
箇
所
が
約
二
、
二
〇
〇
ヵ
所
存

在
す
る
等
、
渋
滞
問
題
は
引
き
続
き
主
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
大
気
汚
染
や
騒
音
問
題
等
の
課

題
へ
の
対
応
な
ど
、
残
さ
れ
た
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

の
現
状
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
整
備
は
、
自
動
車
交
通
の
円

滑
化
を
最
大
限
の
目
的
と
し
て
進
め
ら
れ
、
=
疋
の
成
果

を
上
げ
て
き
た
一
方
、
歩
行
者
や
自
転
車
交
通
な
ど
の
利

用
に
お
け
る
使
い
勝
手
の
悪
さ
及
び
地
域
の
空
間
の
一
部

と
し
て
の
道
路
を
見
た
場
合
の
景
観
上
の
問
題
な
ど
へ
の

更
な
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
ま

で
の
半
世
紀
に
わ
た
り
渋
滞
や
交
通
事
故
な
ど
の
多
く
の

課
題
に
対
応
し
な
が
ら
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
結

果
と
し
て
形
成
さ
れ
た
一
定
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
を
適
切
に

管
理
し
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
や
、
地
球
温
暖
化
へ

の
対
応
等
、
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。



　　　　　　　　　　　　　　
1. 高齢化する道路ストックに対応した戦略的道路管理
2. 既存ストックの徹底的な荊活用
3. 地域の人々とともに進める道路･沿道空間の再生
4, プライオリ手ィ(優先順位)の明確化によるスピーディーな事業展開

ク今後目指す社会と 経, 具体的施策の提案Qv章)
~ 嚢現に必要な道路政策(=車)
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図 1 建議の全体構成
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一“

,
I
U
命
後
の
滋
隣
政
策
立
嚢
粒
際
す
る
環
状
麗
轢

二

翁
麓
目
指
す
社
会
と
実
現
に
必
雲
な
道
路
政
策

第
二
章
に
お
い
て
は
、
第
一
章
に
お
け
る
道
路
政
策
の

歴
史
と
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
目
指
す
社
会
と
実
現
に
必

要
な
道
路
政
策
に
つ
い
て
、
大
き
く
四
つ
の
視
点
か
ら
整

理
さ
れ
て
い
る
。
第
一
が
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
を
活

か
し
た
国
際
競
争
力
の
強
化
、
第
二
が
、
少
子
高
齢
社
会

に
お
け
る
活
力
あ
る
国
民
生
活
の
創
造
、
第
三
が
、
安
全

で
安
心
な
社
会
の
実
現
、
第
四
が
、
環
境
問
題
へ
の
積
極

的
対
応
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
を
活
か
し
た
国
際
競
争
力
の
強
化

我
が
国
の
経
済
に
上
昇
基
調
が
見
え
つ
つ
あ
る
中
に
お

い
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
め
ざ
ま
し
い
経
済
成
長
を
プ

ラ
ス
に
と
ら
え
、
共
に
成
長
す
る
経
済
を
目
指
す
べ
き
で

あ
り
、
国
際
競
争
力
の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、

陸
海
空
一
体
と
な
っ
た
国
内
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
し
た
上
で
、
驚
異
的
な
速
度

で
環
状
道
路
や
広
幅
員
の
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整
備
が

進
む
中
国
を
例
に
あ
げ
、
我
が
国
が
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
投

資
を
怠
れ
ば
、
産
業
の
生
産
性
等
に
お
い
て
国
際
競
争
力

の
大
幅
な
低
下
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。ま

た
、
高
速
道
路
の
整
備
や
そ
の
通
行
料
金
は
、
物
流



コ
ス
ト
を
通
じ
て
生
産
性
へ
の
影
響
を
持
つ
た
め
、
競
争

力
強
化
の
観
点
か
ら
も
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
地
方
部
の

人
材
や
土
地
を
活
用
し
た
産
業
立
地
の
流
れ
を
促
進
す
る

た
め
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
あ
わ
せ
て
、
我
が

国
の
大
都
市
圏
が
急
速
に
進
展
す
る
東
ア
ジ
ア
の
中
で
相

対
的
に
魅
力
を
失
わ
な
い
よ
う
、
道
路
政
策
の
面
で
も
効

率
性
、
都
市
の
個
性
、
快
適
性
な
ど
、
｢都
市
の
競
争
力
｣

を
高
め
る
視
点
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

2

少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る活
力
あ
る
国
民
生
活
の
創
造

少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
新
た
な
価
値
観
に
基
づ

き
豊
か
で
活
力
あ
る
成
熟
社
会
の
実
現
に
向
け
、
｢安

全
･
円
滑
で
快
適
な
移
動
｣
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
特

に
、
地
方
に
お
け
る
生
活
を
維
持
し
、
国
土
や
文
化
資
源

の
保
全

･
活
用
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
総
合
病
院
、
商
業

施
設
な
ど
の
地
域
経
済
と
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
や
資

源
を
広
域
的
に
効
率
よ
く
共
有
で
き
る
交
通
網
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
豊
か

で
品
格
あ
る
都
市
空
間
の
創
造
に
向
け
、
地
域
固
有
の
歴

史
や
文
化
、
景
観
等
を
活
か
し
た
道
路
空
間
の
構
築
に
も

視
点
を
向
け
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

3

安
全
で
安
心
な
社
会
の
実
現

近
年
の
短
時
間
の
集
中
豪
雨
等
の
多
発
や
、
新
潟
県
中

越
地
震
、
能
登
半
島
地
震
等
の
相
次
ぐ
大
規
模
災
害
の
発

生
、
欧
米
に
比
べ
て
二
･
0
~
三
･
五
倍
と
高
い
全
交
通

事
故
者
数
の
う
ち
歩
行
中
と
自
転
車
乗
用
中
の
死
者
が
占

め
る
割
合
、
ま
た
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
マ
イ
ア
ナ
ス
橋

が
鋼
桁
の
疲
労
に
よ
る
崩
壊
な
ど
が
起
こ
っ
た
一
九
八
〇

年
代
の

｢荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
｣
と
呼
ば
れ
た
例
な
ど
を

あ
げ
、
今
後
適
切
な
時
期
に
適
切
な
投
資
に
よ
り
修
繕
を

行
わ
な
け
れ
ば
一
時
に
架
け
替
え
が
集
中
し
、
近
い
将
来

に
大
き
な
負
担
を
生
じ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
安
全
性
や
安
心
感
を
向
上
す

る
た
め
、
信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

交
通
安
全
対
策
、
戦
略
的
な
道
路
管
理
、
道
路
の
点
検
や

管
理
を
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

4

環
境
問
題
へ
の
積
極
的
対
応

運
輸
部
門
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
全
体
の

約
二
割
を
占
め
、
そ
の
約
九
割
が
自
動
車
に
起
因
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
京
都
議
定
書
に
示
さ
れ
た
目
標
達
成
に
向

け
た
更
な
る
対
策
が
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
京

都
議
定
書
に
向
け
た
今
後
の
国
際
的
な
動
き
や
社
会
の
変

化
も
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
自
動
車
交
通
に
伴
う
排
出
ガ
ス
、
騒
音
等
に
よ

る
沿
道
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
都
市
の
環
境
基
準
を

長
年
達
成
で
き
て
い
な
い
箇
所
に
お
け
る
集
中
的
な
対
策

が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
美
し
い
自
然
や
景
観
、
文
化

“

-

-

-

-

4

3

2

芸
術
等
へ
の
国
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
中
、
ゆ

と
り
の
創
出
、
景
観
へ
の
配
慮
、
魅
力
あ
る
地
域
資
源
の

創
造
等
、
地
域
住
民
や
沿
道
等
と
一
体
と
な
っ
た
環
境
問

題
へ
の
対
応
の
必
要
性
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

亘

道
路
政
策
の
敵
軍
の
視
点

第
三
章
で
は
、
第
一
章
に
お
い
て
示
さ
れ
た
現
状
認
識

を
踏
ま
え
、
今
後
、
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
な
が
ら
道
路
政
策
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
必

要
と
な
る
四
つ
の
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
化
す
る
道
路
ス
ト
ッ
ク
に
対
応
し
た

戦
略
的
道
路
管
理

今
後
適
切
な
時
期
に
適
切
な
投
資
に
よ
り
修
繕
を
行
わ

後

議
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図 2 建設後50年以上の橋梁数 (一般道路)
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な
け
れ
ば
一
時
に
架
け
替
え
が
集
中
し
、
近
い
将
来
に
大

き
な
負
担
を
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
個
別
の

事
後
的
損
傷
対
応
か
ら
事
前
の
点
検
や
調
査
に
基
づ
く
予

防
的
対
応
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
橋
梁
な
ど
の
長
寿

命
化
を
図
り
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
な
ど
戦
略

的
な
道
路
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き

た
道
路
ス
ト
ッ
ク
を
守
り
、
道
路
と
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
レ
ベ
ル
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。

ま
た
、
維
持
管
理
予
算
の
充
実
、
構
造
物
の
定
期
的
点

検
等
に
基
づ
き
、
損
傷
が
軽
微
な
段
階
か
ら
対
策
を
行
う

予
防
保
全
の
実
施
や
損
傷
デ
ー
タ
の
蓄
積
、
調
査

･
研
究

及
び
技
術
開
発
が
急
務
で
あ
り
、
行
政
組
織
の
あ
り
方
を

含
め
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
民
に
対

し
幅
広
く
対
応
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る
必
要

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

2

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
徹
底
的
な
刺
活
用

厳
し
い
財
政
的
制
約
の
中
で
、
道
路
を
め
ぐ
る
様
々
な

社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
、
『こ
れ
ま
で
蓄
積

し
て
き
た
道
路
ス
ト
ッ
ク
を
徹
底
的
に
活
用
し
、
そ
の
利

用
価
値
を
高
め
、
い
か
に
道
路
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
使

い
や
す
い
道
路
に
す
る
か
』
と
い
う

｢改
善
の
視
占
に

が

今
後
一
層
重
要
に
な
る
と
し
た
上
で
、
既
存
道
路
の
部
分

的
な
改
良
や
情
報
通
信
技
術
の
活
用
等
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
施
策
の
積
極
的
な
導
入
に
加
え
、
長
距
離
･
高
速
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
、
安
全

･
快
適
な
日

常
生
活
を
支
え
る
生
活
道
路
な
ど
、
道
路
の
機
能
分
化
を

図
り
、
各
道
路
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
、
地
域
に
と

っ
て
よ
り
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
重
要

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
既
存
道
路
の
部
分
的
な
改
良
に
つ
い
て
は
、

｢維
持
修
繕
｣
と

｢新
設
｣
の
中
間
的
概
念
と
し
て

｢改

良
再
生
｣
(既
存
道
路
の
質
的
向
上
を
主
眼
と
す
る
改
良

や
更
新
)
が
重
要
分
野
と
し
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
と
す
る

と
と
も
に
、
I
T
S
技
術
の
更
な
る
活
用
や
応
用
な
ど
情

報
通
信
技
術
の
活
用
、
料
金
に
よ
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
有
効
活
用
や
T
D
M
(交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)

の
積
極
的
導
入
、
さ
ら
に
は
、
路
上
工
事
や
路
上
駐
車
等

の
道
路
の
走
行
機
能
を
損
な
う
要
因
へ
の
抜
本
的
対
策
の

実
施
や
必
要
不
可
欠
な
路
上
工
事
に
対
す
る
国
民
の
理
解

を
得
る
努
力
、
一
部
繋
が
っ
て
い
な
い
区
間
の
整
備
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
最
大
限
の
発
揮
の
重
要
性
に
つ

い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

3

地
域
の
人
々
と
と
も
に
進
め
る
道
路
･
沿
道
空
間
の
再
生

駅
前
空
間
や
商
店
街
の
目
抜
き
通
り
な
ど
、
交
通
機
能
面

の
ニ
ー
ズ
だ
け
で
な
く
、
地
域
活
動
の
場
と
し
て
の
利
用
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
道
路
と

沿
道
区
間
と
を
一
体
と
し
て
捉
え
、
道
路
が
も
つ
空
間
機
能

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
の
空
間
再
生
の
取
組
み
が
必
要

と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
道
路
と
沿
道
空
間
の
一
体
的

活
用
に
よ
る
道
路
景
観
の
向
上
や
に
ぎ
わ
い
交
流
の
場
の
再

生
、
安
全
な
歩
行
空
間
の
確
保
、
観
光
街
並
み
の
創
造
等
の

取
組
み
に
あ
た
り
、
直
接
の
道
路
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、
国

と
地
方
、
官
民
の
適
正
な
役
割
分
担
の
観
点
を
踏
ま
え
、
地

域
住
民
、
企
業
、
N
P
O
な
ど
多
様
な
主
体
と
の
連
携
と
協

働
を
一
層
促
進
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

4

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

(優
先
順
位
)
の

明
確
化
に
よ
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
事
業
展
開

国
、
地
方
と
も
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
中
、
事
業

の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
明
確
に
し
、
重
点
化

･
効
率
化
を

図
り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
早
い
段
階
か
ら
の
市
民
参
画
プ
ロ
セ
ス
の
導

入
や
、
供
用
目
標
の
明
示
し
た
上
で
の
用
地
取
得
や
工
事

時
期
間
の
短
縮
、
利
用
形
態
に
応
じ
た
道
路
規
格
･
構
造

の
柔
軟
な
設
定
･
変
更
に
よ
る
徹
底
的
な
コ
ス
ト
縮
減
を

行
う
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
評
価
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
問
題
解
決
型
投
資
を
行
う
事
業
、
国
家
の
発
展

を
支
え
る
よ
う
な
戦
略
投
資
を
行
う
事
業
、
安
全
な
国
民

生
活
を
維
持
す
る
上
で
必
要
な
事
業
等
、
事
業
の
性
格
に

応
じ
た
適
切
な
視
点
を
も
っ
て
選
択
と
集
中
に
よ
る
効
果

的
な
投
資
が
必
要
と
し
、
課
題
箇
所
等
の
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、必
要
に
応
じ
て
地
域
住
民
に
問
い
か
け
を
行
う
等
、

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
評
価
が
地
域
住
民
の
不
満
や
ニ
ー
ズ



を
的
確
に
反
映
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
工
夫
が
必
要
と
指

摘
し
て
い
る
。

四

具
体
的
施
策
の
提
案

第
四
章
で
は
、
第
二
章
で
抽
出
さ
れ
た
視
点
に
加
え
、

第
三
章
の
改
革
の
視
点
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
施
策
の
提

案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

I

国
際
競
争
力
の
強
化

①

国
際
物
流
に
対
応
し
た基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

国
際
競
争
力
を
一
層
強
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
東
ア

ジ
ア
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
を
意
識
し
た
我

が
国
の
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
ま
た
、
近
年
の
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
に
よ

る
輸
出
入
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国

際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
が
重
要
な
港
湾
等
と
大
規
模
物
流

拠
点
間
を
積
み
替
え
な
く
通
行
可
能
な
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
通
行
支
障
区
間
の
早

期
解
消
や
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
を
図
る

と
と
も
に
、
渋
滞
対
策
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

交
通
の
円
滑
化
を
図
り
、
我
が
国
が
引
き
続
き
成
長
を

維
持
出
来
る
よ
う
、
経
済
活
動
の
基
盤
を
支
え
る
基
幹

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
な
物
の
流
れ
を
実
現
し
、
重
要
な
空
港

･
港
湾

港

湾

　

　
　　　

　
　

　
　　
　

　　

　

　　
　
　

　

　

　

注…対象空港 :日本/第1種空港及び国際定期便が就航している第2種空港
→20空港

欧米/国際定期便が就航している空港
対象港湾 :日本/総貨物取扱量が年間L OOO万 t以上又は国際貨物取扱

量が年間500万 t以上の重要港湾及び特定重要港湾
(国際コンテナ航路、国際フェリー航路及び内費ユニッ
ト航路のいずれも設定されていないものを除く)

→47澁湾
欧州/総貨物取扱量が年間1,000万t以上の港湾
米国/総貨物取扱量が年間1,000万t以上又は国際貨物取扱量
が年間500万 t以上の港湾

(出典 :国土交通省)

図 3 拠点的な空港 ･港湾への道路アクセス率

霊
園÷

-

　

　

　

繃-

-

　　

　

　

　　　

ニ

ー

合　　

　　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

‐

港

湾

空

港

　

　

　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

　　

　　

　　

　

と
大
規
模
物
流
拠
点
と
の
間
の
物
流
の
効
率
化
を
促
進

す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

②

空
港

･
港
湾
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化

東
ア
ジ
ア
域
内
交
通
の

｢準
国
内
化
｣
が
今
後
さ
ら

に
進
む
も
の
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス

や
観
光
な
ど
、
国
内
各
地
と
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
直
接

交
流
も
今
後
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東

ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
と
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
続
性

の
確
保
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

一
方
で
、
我
が
国
の
拠
点
的
な
空
港
･
港
湾
と
高
速

道
路
と
の
一
〇
分
ア
ク
セ
ス
率
は
、
平
成
一
八
年
度
末

で
よ
う
や
く
六
七
%
と
な
っ
て
お
り
、
欧
米
の
約
九
割

と
比
較
し
て
未
だ
低
い
状
況
に
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
率
の

更
な
る
向
上
等
の
明
確
な
目
標
を
設
定
し
て
重
点
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

③

物
流
シ
ス
テ
ム
の
改
善

効
率
的
な
物
流
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
都
市
間
の

物
流
と
都
市
内
の
物
流
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
物
流
シ

ス
テ
ム
の
改
善
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
上

で
、
効
率
的
な
物
流
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
高
速
道

路
等
の
I
C
近
く
な
ど
に
高
度
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
機

能
を
有
す
る
物
流
施
設
の
立
地
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
こ
か
ら
都
市
内
へ
効
率
的
な
集
配
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
都
市
内
の
荷
捌
き
施
設
の
適
切
な
配
置
が
重
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
都
市
部
に
お
い
て
は
、
荷
さ
ば
き

駐
車
帯
、
荷
さ
ば
き
駐
車
場
の
計
画
的
な
配
置
や
集
配

量
の
多
い
建
築
物
へ
の
荷
さ
ば
き
施
設
の
附
置
、
こ
れ

ら
の
荷
さ
ば
き
施
設
に
関
す
る
運
営
･
利
用
ル
ー
ル
の

策
定
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

…
方
、
都
市
間
物
流
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的
な
視

点
か
ら
抜
本
的
な
解
決
を
図
る
た
め
、
主
要
な
都
市
間

に
お
い
て
効
率
的
か
つ
安
全
な
輸
送
を
可
能
と
す
る
新

た
な
幹
線
物
流
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
の
連
結

走
行
や
専
用
車
線
の
設
置
、
無
人
走
行
な
ど
の
方
策
に

つ
い
て
ニ
ー
ズ
、
コ
ス
ト
、
実
現
性
等
の
観
点
か
ら
調

査
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
都
市
間
物
流
の



効
率
化
の
観
点
か
ら
は
、
異
モ
ー
ド
の
積
み
替
え
の
た

め
の
施
設
も
含
め
、
広
域
的
物
流
拠
点
整
備
を
促
進
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
物
流
効
率
化
の
支
援
を
進
め
て
い
く
べ

き
と
し
て
い
る
。

2

地
域
の
自
立
と
競
争
力
強
化

①

渋
滞
対
策
を
は
じ
め
と
し
た

交
通
の
快
適
性
･
利
便
性
向
上

渋
滞
対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
基
準
に
よ
り
選
定

さ
れ
て
き
た
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
以
外
に
も
対
策
を
求
め
る

箇
所
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
よ
り
利
用
者
の
実
感
に
あ
っ
た

渋
滞
対
策
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
て
広
域
的
か
つ
詳
細
に
得
ら
れ
る
客
観
的
な

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
渋
滞
問
題
が
深
刻
な
個
所
を
幅
広

く
抽
出
し
、
そ
の
中
か
ら
重
点
的
に
対
策
を
行
う
個
所

を
選
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
べ
き
と
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
対
策
に
あ
た
っ
て
も
、
今
後
は
既
存

ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
の
視
点
か
ら
T
D
M
施
策
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ハ
ー
ド
整

備
に
お
い
て
は
、
改
良
再
生
の
視
点
を
踏
ま
え
て
よ
り

コ
ス
ト
縮
減
、
工
期
短
縮
に
配
慮
し
た
対
策
を
積
極
的

に
導
入
し
て
い
く
べ
き
と
し
、
大
規
模
な
交
通
発
生
･

集
中
が
見
込
ま
れ
る
施
設
の
立
地
に
あ
た
っ
て
は
、

｢交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
｣
の
仕
組
み
を
検
討
す
べ
き
と

指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
地
球
環
境
や
高
齢
者
等
の
移
動
制
約
者
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都

市

･
地
域
の
規
模
や
特
性
等
に
応
じ
た
総
合
的
な
交
通

戦
略
を
関
係
者
が
立
案
し
、
長
期
的
視
点
に
立
ち
つ
つ

効
果
的
な
施
策
を
中
心
に
、
集
約
型
都
市
構
造
の
形
成

や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
と
し
、
そ
の
た
め
の
ハ
ー
ド
施
策
や
ソ
フ
ト
施
策

を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
公
共
交
通
機
関
の
支
援
を
図

る
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
路
上
工
事
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
維
持
管
理

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
等
に
必
要
な
一
方
で
、
道
路

利
用
へ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
そ
の

影
響
を
小
さ
く
す
る
よ
う
工
夫
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
主
要
都
市
に
お
け
る
共
同
溝
の
整

備
や
集
中
工
事
等
の
掘
り
返
し
の
抑
制
や
年
末
年
始
等

の
工
事
抑
制
に
よ
る
効
果
を
評
価
し
た
上
で
、
路
上
工

事
に
対
す
る
道
路
利
用
者
の
批
判
の
声
が
依
然
強
い
こ

と
を
踏
ま
え
、
路
上
工
事
に
よ
る
道
路
交
通
へ
の
影
響

を
抜
本
的
に
改
善
す
る
た
め
、
地
方
自
治
体
等
と
連
携

し
、
主
要
都
市
で
の
年
間
路
上
工
事
時
間
の
縮
減
や
工

事
の
平
準
化
を
図
る
よ
う
関
係
者
と
調
整
す
る
他
、
制

度
上
や
予
算
上
の
様
々
な
工
夫
を
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
き
め
細
や
か
な
路
上
工
事

抑
制
に
努
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

②

経
済
と
暮
ら
し
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

戦
略
的
な
整
備

高
規
格
幹
線
道
路
網
等
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
、
新
た
な
国
土
計
画
の
方
向
性
と
呼
応
し
て

国
家
的
見
地
か
ら
戦
略
的
に
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
し
、
今
後
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
①
地
方
の
中
心
都
市
を
効
率
的

に
連
絡
す
る
こ
と
、
②
三
大
都
市
圏
の
近
郊
地
域
を
環

状
に
連
絡
す
る
こ
と
、
③
拠
点
的
な
空
港

･
港
湾
等
と

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
、
④
高
速
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
確
保
す
る
こ
と
、
⑤
災
害
発
生
等

に
対
す
る
高
速
交
通
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
、
⑥
既
存
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
混
雑

の
著
し
い
区
間
を
解
消
す
る
こ
と
、
の
六
つ
の
観
点
で

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
し
て
お
り
、
特
に
、
費

用
対
効
果
に
加
え
て
、
早
期
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
繋
げ
る

と
い
う
観
点
や
、
地
域
の
自
立
と
競
争
力
強
化
に
と
っ

て
重
要
と
な
る
産
業
の
立
地
･
振
興
や
高
度
医
療
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
通
行
止
め
時
に
孤
立
す
る
集
落

の
解
消
な
ど
の
効
果
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
厳
格
か

つ
客
観
的
に
評
価
を
行
い
、
優
先
度
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
工
夫
と
し
て
、
目
標
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

や
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、
道
路
の
規
格

･
構
造
を
柔

軟
に
設
定
す
る
な
ど
コ
ス
ト
縮
減
に
向
け
た
抜
本
的
な

取
組
み
を
一
層
推
進
し
、
並
行
す
る
国
道
等
に
道
路
交

砂 濱牙〒セ 2007.7



通
上
の
課
題
が
少
な
い
場
合
、
当
面
、
現
道
を
活
用
す

る
な
ど
の
工
夫
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
と
指
摘
し
て
い

る
。さ

ら
に
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
展
す
る
中
、

生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
指
摘
し
て

お
り
、
通
勤
や
通
院
な
ど
の
日
常
の
暮
ら
し
を
支
え
る

生
活
圏
の
中
心
部
へ
の
道
路
網
や
、
救
急
活
動
に
不
可

欠
な
道
路
網
な
ど
に
お
け
る
著
し
い
縊
路
の
解
消
等

に
、
一
･
五
車
線
的
整
備
な
ど
の
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
道
路
構
造
も
採
用
し
つ
つ
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と

指
摘
し
て
い
る
。

③

既
存
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

効
率
的
な
活
用
･機
能
強
化

既
存
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
な
活
用

と
し
て
、
高
速
道
路
及
び
並
行
す
る
一
般
道
路
の
渋
滞

や
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
り
、
ま
た
、
地
域
の
活
性
化

支
援
、
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
政
策
的
な
課
題
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
高
速
道
路
の
料
金
引
き
下
げ
を
進
め

る
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
隔
が
欧
米
諸
国
の
約

二
倍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
は
高
速
道
路

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
時
間
短
縮
効
果
が
小
さ
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
整
備
に
よ
り
欧
米
並
み
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

間
隔
を
目
指
し
、
既
存
の
高
速
道
路
の
機
能
強
化
を
進

め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
暫
定
二
車
線
区
間

の
交
通
事
故
防
止
や
渋
滞
の
解
消
を
目
的
と
し
て
、
利

用
実
態
に
合
わ
せ
た
付
加
車
線
の
設
置
等
も
必
要
と
し

て
い
る
。

④

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
の
支
援

観
光
に
つ
い
て
は
、
国
民
生
活
の
充
実
、
産
業
と
し

て
の
将
来
性
等
の
観
点
か
ら
国
を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ

き
分
野
で
あ
り
、
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め

の
道
路
整
備
や
日
本
風
景
街
道
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た

観
光
資
源
の
創
出
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
べ
き
と
し
て

い
る
。

特
に
、
休
日
の
交
通
渋
滞
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
観

光
地
も
多
い
こ
と
か
ら
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策

を
駆
使
し
て
、
効
果
的
な
渋
滞
対
策
を
行
う
べ
き
で
あ

り
、
ま
た
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
向
上
の
た
め
の
無

電
中
化
や
、
わ
か
り
や
す
い
道
路
標
識
や
案
内
板
等
の

整
備
な
ど
を
進
め
る
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
。

3

安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
確
保

①

信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

災
害
時
の
道
路
交
通
機
能
の
確
保
に
対
す
る
社
会
的

な
要
請
が
益
々
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
対
策
に
あ
た
っ
て

は
、
個
別
箇
所
の
安
全
性
に
加
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
の
機
能
確
保
･
復
旧
の
迅
速
性
に
着
目
し
、
優
先

的
に
防
災
対
策
を
実
施
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
選
定
す

べ
き
と
し
て
い
る
。
特
に
、
耐
震
対
策
に
つ
い
て
は
、

緊
急
的
な
対
策
に
よ
り
橋
梁
の
補
強
が
進
め
ら
れ
て
い

･内
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図 4 料金による高速道路ネットワークの有効活用
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を図る爽酸を嚢施

　

　

行
有
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並
の
詠
謠

　
　
　　

　
　
　

　
　

　

る
も
の
の
、
耐
震
補
強
が
必
要
な
橋
梁
は
依
然
多
く
残

さ
れ
て
お
り
、
優
先
的
か
つ
防
災
対
策
が
必
要
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
位
置
す
る
橋
梁
等
に
つ
い
て
も
対
策
を
実

施
す
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
雪
寒
地
域
に
お
い
て
も
、
平
成
一
七
年
度
の

異
常
降
雪
時
の
経
験
を
踏
ま
え
、
各
道
路
管
理
者
が
連

携
し
つ
つ
、
迂
回
路
の
な
い
生
命
線
道
路
や
市
街
地
の

幹
線
道
路
な
ど
、
国
道
か
ら
市
町
村
道
ま
で
を
含
め
、

異
常
降
雪
時
に
お
い
て
も
優
先
的
に
円
滑
な
交
通
を
確
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図 5 既存の道路空間の再構成による自転車走行空間の確保
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地

し
地

民

民

保
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
選
定
し
た
上
で
、
効
果
的
に

対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
中
心
市
街
地
や

公
共
施
設
周
辺
等
に
お
け
る
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

を
各
道
路
管
理
者
が
連
携
し
て
計
画
的
に
推
進
す
べ
き

と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
災
害
発
生
時
の
情
報
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

か
ら
、
通
行
規
制
情
報
や
緊
急
地
震
速
報
な
ど
を
道
路

利
用
者
に
速
や
か
に
提
供
す
る
取
組
み
な
ど
が
必
要
で

あ
り
、
復
旧
の
優
先
順
位
、
応
急
復
旧
体
制
の
確
立
に

つ
い
て
も
支
援
の
充
実
な
ど
を
図
る
べ
き
と
指
摘
し
て

い
る
。
そ
の
他
、
重
点
密
集
市
街
地
に
お
け
る
沿
道
の

不
燃
化
と
一
体
と
な
っ
た
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ

い
て
も
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

②

安
全
･
安
心
な
道
路
空
間
の
形
成

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
交
通
事
故
死
者
数
は
近
年

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
死
傷
者
数
は
依
然
と
し
て

一
〇
〇
万
人
を
超
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
事
故
デ
ー
タ
の
客
観
的
な
分
析
に
基
づ
き
、
事
故

原
因
の
検
証
を
進
め
る
と
と
も
に
、
優
先
度
を
明
示
し

て
事
故
が
多
発
す
る
道
路
区
間
を
抽
出
し
、
集
中
的
な

対
策
を
行
う
取
組
み
を
さ
ら
に
充
実
、
徹
底
す
る
必
要

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
｢人
｣
対

｢車
両
｣
の
事
故
に
対
し
て
は
、

幹
線
道
路
で
減
少
し
て
い
る
一
方
、
生
活
道
路
で
増
加

し
て
お
り
、
公
安
委
員
会
と
連
携
し
た
歩
道
整
備
等
の

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
な
ど
関
係

者
が
多
く
合
意
形
成
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
の
課
題
を

指
摘
し
た
う
え
で
、
車
両
速
度
を
抑
制
す
る
道
路
構
造

の
採
用
や
歩
道
の
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
施
策
と
、
公

安
委
員
会
の
行
う
速
度
や
通
行
規
制
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

対
策
を
組
み
合
わ
せ
た
面
的
か
つ
総
合
的
な
取
組
み
を

引
き
続
き
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
特
に
、

学
童
の
通
行
量
の
多
い
通
学
路
に
お
い
て
は
、
公
安
委

員
会
や
教
育
機
関
、
P
T
A
、
地
域
住
民
、
N
P
O
な

ど
と
連
携
し
た
推
進
体
制
を
構
築
し
、
地
域
ぐ
る
み
の

取
組
み
と
し
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

自
転
車
走
行
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
と
の
事
故
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
欧
米
の
都
市
の
レ
ベ
ル
を

目
指
し
、
自
転
車
走
行
空
間
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

計
画
作
成
の
推
進
や
、
既
存
の
道
路
空
間
の
再
構
成
に

よ
る
通
行
空
間
の
区
分
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
指
摘
し

て
い
る
。
ま
た
、
放
置
自
転
車
の
問
題
に
つ
い
て
も
、

路
外
駐
車
場
の
整
備
を
は
じ
め
、
横
断
歩
道
橋
下
等
の

デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
等
の
対
策
を
講
じ
る
べ

き
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
踏
切
事
故
へ
の
対
応
と
し
て
、
連
続
立
体

交
差
等
の
抜
本
対
策
と
踏
切
内
の
歩
道
拡
幅
等
の
速
効

対
策
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
る
踏
切
の
安
全
確
保
と
交

通
の
円
滑
化
や
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
“
世

界
一
安
全
で
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
道
路
交
通
社
会
"

の
実
現
を
目
指
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

廳纜離



図 7 首都圏環状道路の整備による地球環境保全への貢献
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損傷がより深刻化する前の軽微なうちに対策を実施

　　　　　　　

　　 　　 　　 　　 　　　 　　
(経過年轍)

図 6 効率的な道路管理の実施例 (橋梁の床版の疲労対策)
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③

効
率
的
な
道
路
管
理
の
実
施

三
章
の
解
説
に
お
い
て
も
記
述
し
た
と

お
り
、
急
増
す
る
高
齢
化
し
た
道
路
ス
ト

ッ
ク
の
維
持

･
修
繕
、
更
新
に
か
か
る
効

率
的
な
投
資
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

道
路
整
備
の
考
え
方
に
加
え
、
道
路
管
理

の
観
点
や
、
災
害
発
生
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
重
要
性
を
検
討
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
道
路
管
理
者
の
連
携

･
協
力
に

よ
り
総
合
的
な
管
理
計
画
や
橋
梁
の
長
寿

命
化
に
関
す
る
計
画
を
策
定
し
、
施
設
の

点
検
頻
度
や
修
繕
等
の
優
先
順
位
の
調
整

を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
施
設
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
最
小
化
を
図
る
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
に
基
づ
い
て

戦
略
的
な
道
路
管
理
を
行
っ
て
い
く
べ
き

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
は

地
方
自
治
体
に
よ
る
道
路
管
理
、
高
速
道

路
の
道
路
管
理
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と

が
言
え
る
た
め
、
国
に
よ
る
地
方
自
治
体

へ
の
財
政
的
、
技
術
的
支
援
を
行
う
こ
と

等
に
よ
り
、
予
防
保
全
へ
の
転
換
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
し
て
い
る
。

4

豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造

①

地
球
環
境
保
全
へ
の
積
極
的
な
貢
献



地
球
環
境
保
全
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
の

走
行
速
度
が
遅
く
な
る
ほ
ど
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が

多
く
な
る
た
め
、
環
状
道
路
･
バ
イ
パ
ス
の
整
備
等
に

よ
る
渋
滞
解
消
や
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
な
ど
の
交
通
円

滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

少
な
い
移
動
手
段
へ
転
換
す
る
な
ど
、
T
D
M
等
の
ソ

フ
ト
施
策
の
推
進
が
必
要
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
問
題
は
人
類
の
存
在
基
盤
に
か

か
わ
る
重
大
な
問
題
と
と
ら
え
、
京
都
議
定
書
の
目
標

達
成
は
対
策
の
序
章
に
過
ぎ
ず
、
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書

に
向
け
た
今
後
の
国
際
的
な
動
き
や
社
会
の
変
化
も
踏

ま
え
つ
つ
、
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
従
来
の
道
路
行
政

の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
対
応
が
必
要
と
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
物
流
事
業
者
等
に
よ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普

及
の
た
め
の
支
援
、
道
路
照
明
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

の
活
用
等
等
の
展
開
を
図
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

②

沿
道
環
境
の
保
全
･創
造

一
方
、
沿
道
環
境
の
保
全
･
創
造
と
し
て
、
特
に
大

都
市
圏
に
お
い
て
環
境
基
準
を
長
年
達
成
し
て
き
て
い

な
い
箇
所
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
騒
音
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
低
公

害
車
導
入
等
へ
の
補
助
制
度
や
、
次
世
代
低
公
害
車
の

実
用
化
に
向
け
た
支
援
等
を
指
摘
し
て
い
る
。加
え
て
、

T
D
M
施
策
や
公
共
交
通
機
関
へ
の
利
用
促
進
策
の
導

入
、
騒
音
対
策
と
し
て
の
バ
イ
パ
ス
誘
導
促
進
、
沿
道

対
策
が
必
要
不
可
欠
な
地
点
の
抽
出
等
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

へ
の
対
応
と
し
て
の
路
面
温
度
を
下
げ
る
効
果
の
あ
る

舗
装
の
面
的
整
備
等
に
つ
い
て
必
要
性
を
指
摘
し
て
い

る
o沿

道
環
境
対
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
多
様
な
主

体
と
幅
広
く
連
携
し
な
が
ら
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
ご
と
に
総
合
的
な
沿
道

環
境
改
善
策
を
策
定
し
、
多
様
な
施
策
を
有
機
的
に
連

携
さ
せ
た
上
で
、
地
域
住
民
や
N
P
O
等
と
協
調
し
な

が
ら
、
効
果
的
･
効
率
的
に
改
善
す
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

⑤

地
域
の
空
間
形
成

地
域
の
空
間
形
成
に
つ
い
て
は
、
①
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
推
進
、
②
効
果
的
な
鑑
器
魁
柱
化
の
推
進
、
③
地
域

の
空
間
と
し
て
の
道
路
景
観
の
向
上
、
④

｢道
の
駅
｣

の
サ
ー
ビ
ス
充
実
と
機
能
の
多
様
化
、
⑤
道
路
整
備
に

あ
わ
せ
た
生
活
環
境
の
整
備
、
⑥
快
適
な
都
市
空
間
の

形
成
に
向
け
た
既
成
市
街
地
の
再
構
築
と
い
う
六
つ
の

視
点
か
ら
記
述
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
平

成
一
八
年
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
の
施
行
等
に
よ
り
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
が
よ
り
一
層
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

と
す
る
一
方
、歩
道
設
置
や
段
差
解
消
ニ
ー
ズ
に
加
え
、

車
い
す
が
す
れ
違
え
る
幅
員
の
確
保
や
上
下
移
動
を
伴

う
立
体
横
断
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
っ
た
多
様

な
要
望
に
柔
軟
に
対
応
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
あ
げ
、

こ
れ
ら
に
対
し
て
隣
接
す
る
民
地
と
の
協
定
に
よ
る
歩

道
幅
員
の
確
保
や
立
体
横
断
施
設
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
等
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
対
策
メ
ニ
ュ

ー
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
現
地
の
状
況
に
即
し
た
対

策
を
行
う
た
め
の
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向
上
、蓄
積
、

道
路
管
理
者
間
で
の
情
報
共
有
な
ど
を
図
る
べ
き
と
し

て
い
る
。

次
に
無
器
趨
柱
化
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
欧
米
都
市
と

比
較
し
て
大
き
な
垂
離
が
あ
り
、
魅
力
あ
る
市
街
地
や

観
光
立
国
に
向
け
た
観
光
地
の
空
間
の
質
を
高
め
る
上

で
不
可
欠
と
し
、
効
率
的
な
整
備
を
図
る
た
め
、
人
の

多
く
集
ま
る
主
要
駅
等
の
周
辺
市
街
地
区
や
歴
史
的
な

街
並
み
を
保
存
す
べ
き
地
区
等
、
重
点
的
に
整
備
す
る

対
象
を
明
確
に
し
た
上
で
、
地
域
の
需
要
に
合
致
し
た

構
造
の
採
用
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
や
新
た
な
技
術

開
発
の
促
進
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
や
景
観
法
等
に
基

づ
く
施
策
と
併
せ
た
整
備
な
ど
の
工
夫
を
図
る
こ
と
が

重
要
と
し
て
い
る
。

道
路
景
観
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
市
民
意
識
の
高
ま

り
、
価
値
観
の
多
様
化
等
に
よ
る
地
域
住
民
等
と
の
協

働
の
動
き
が
各
地
に
広
が
っ
て
お
り
、
行
政
と
地
域
住

民
等
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し

つ
つ
、
地
域
資
源
を
尊
重
し
た
道
路
景
観
の
形
成
や
観

光
資
源
の
創
出
等
を
図
る
日
本
風
景
街
道
な
ど
の
取
組

み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
仕
組
み
を
早
急
に
確

立
し
実
用
化
を
図
る
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、



景
観
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
に
ぎ
わ
い
･
交
流
の
場
、

よ
り
良
い
環
境
創
出
の
た
め
の
空
間
、
安
全
な
歩
行
空

間
な
ど
の
多
様
な
機
能
を
持
っ
た
道
路
空
間
を
創
出
す

る
た
め
、
道
路
区
域
外
を
含
め
た
沿
道
の
並
木
の
一
体

的
管
理
等
も
活
用
し
た
道
路

･
沿
道
空
間
の
緑
化
に
よ

る
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
等
を
、
行
政
と
地
域
住

民
、
沿
道
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
が
連
携
し
つ
つ
、
道
路
空

間
の
あ
り
方
や
方
針
を
定
め
た
上
で
進
め
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
仕
組
み
を
確
立
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
道
路
情
報
、
地
域
の

観
光
情
報
、
医
療
情
報
な
ど
の
提
供
が
望
ま
れ
、
ま
た

避
難
場
所
等
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災

拠
点
機
能
な
ど
、
機
能
の
多
様
化
に
よ
る
新
た
な
展
開

を
図
る
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
大
規
模
な
道
路
整
備
を
実
施
す
る
際
に
、

周
辺
住
民
や
地
方
自
治
体
か
ら
地
域
の
生
活
環
境
に
与

え
る
悪
影
響
に
対
す
る
懸
念
や
そ
の
対
策
を
求
め
る
要

望
に
対
し
、
地
方
自
治
体
と
の
連
携

･
協
力
の
下
、
幹

線
道
路
整
備
と
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
体
的
に
実
施

し
て
い
く
取
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
、
ま
た
、
集
約
型
都
市
構
造
の
実
現
に
向
け

た
都
市
構
造
の
再
編
を
図
っ
て
い
く
上
で
は
、
計
画
の

初
期
の
段
階
に
お
け
る
充
実
し
た
支
援
等
に
よ
り
民
間

主
体
の
積
極
的
な
事
業
参
画
を
誘
導
す
る
と
と
も
に
、

道
路
等
の
基
盤
整
備
や
個
別
建
替
な
ど
様
々
な
機
会
を

捉
え
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
を

積
極
的
に
実
施
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

五

道
路
行
政
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
具
体
的
提
案

最
後
に
、
す
べ
て
の
施
策
に
共
通
す
る
事
項
と
し
て
、

道
路
行
政
の
進
め
方
の
改
革
に
つ
い
て
具
体
的
な
五
つ
の

提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

成
度
合
い
の
定
期
的
な
評
価
と
遅
延
し
た
場
合
の
損
失
の

明
示
が
必
要
と
し
て
い
る
。

特
に
、
事
業
の
早
期
完
成
に
不
可
欠
で
あ
る
用
地
取
得

に
つ
い
て
、事
業
計
画
へ
の
不
満
や
補
償
条
件
へ
の
不
満
、

境
界
の
未
確
定
等
の
所
有
権
問
題
が
主
な
要
因
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
道
路
網
計
画
及
び
構
想
段
階
か
ら
の
P
I

の
実
施
、
補
償
条
件
や
生
活
再
建
、
相
続
問
題
等
に
関
す

る
相
談
窓
口
の
設
置
等
を
行
う
べ
き
と
し
て
い
る
。ま
た
、

早
期
の
事
業
効
果
発
現
の
た
め
の
環
境
整
備
と

評
価
の
充
実

　 　　　　　
全国の国道･都道府県連の死傷事故率のデータ

超鼈“滋養魔醗酵鑿丸 事故『幹線-区崗細に並べる

鯖健報簿} 全国(国･都道府県道) 死錮事故率

道
路
整
備
の
優
先
順
位
を
評
価
す
る
際
に
は
、
事
業
の

性
格
に
応
じ
て
評
価
の
視
点
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
渋
滞
対
策
や
交
通
事
故
対
策
等
の
問
題
解
決
型
事

業
に
は
、
渋
滞
損
失
時
間
等
の
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ

く
優
先
度
の
明
示
、
国
家
の
発
展
を
支
え
る
戦
略
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
た
め
の
道
路
整
備
に
は
、
今
後
策
定

さ
れ
る
国
土
形
成
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
国
土
政
策
や
経

済
政
策
等
、
安
全
な
国
民
を
維
持
す
る
上
で
必
要
な
道
路

整
備
に
は
、
必
要
最
小
限
の
機
能
を
確
保
す
る
観
点
に
基

づ
き
優
先
順
位
の
判
断
を
行
い
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
効

果
的
な
事
業
執
行
を
図
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

ま
た
、長
期
間
に
わ
た
る
道
路
整
備
へ
の
対
応
と
し
て
、

事
業
の
進
捗
状
況
や
供
用
目
標
に
関
す
る
情
報
の
積
極
的

な
公
開
、
公
表
し
た
目
標
を
責
任
を
も
っ
て
達
成
す
る
た

め
の
事
業
費
と
人
材
の
集
中
投
入
、
さ
ら
に
、
目
標
の
達

　　　区　　

圏事数廟の以上 掌 1970年頃の交通戦争レベルの事故率
事故率!" ~ 300
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図 8 問題解決型の事業での選択と
集中による効果的な事業執行の事例



地
籍
調
査
の
促
進
や
適
切
な
土
地
収
用
制
度
の
活
用
に
よ

り
用
地
取
得
の
所
要
期
間
短
縮
を
進
め
る
と
と
も
に
、
工

期
短
縮
に
つ
な
が
る
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
の
入
札
契
約

制
度
の
導
入
等
、
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
の
条

件
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
新
規
採
択
時
評
価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のh小
　　　　　 　　　　 　　　　　　

,-詳
言;滋を発き為さ卦凌ぎさき惚
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願書
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にで図 9 ｢いつかはつくる｣ から ｢いつまでにつくる｣ への変換

現地看板やホームページで、事業の
供用目標･進巷状況の情報提供

等
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
道

路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
現
場
業
務
へ
よ
り
一

層
浸
透
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

2

ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
課
題
や
ニ
ー
ズ
の
把
握

｢道
路
整
備
は
も
う
十
分
｣
と
い
っ
た
批
判
の
声
や
、

身
近
な
道
路
へ
の
改
善
要
望
や
不
満
等
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
道
路
が
抱
え
る
課
題
を
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

分
か
り
や
す
く
提
示
す
る
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
で
重
点
化

･
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
の
か
を
方
針
や
計

画
と
い
う
形
で
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
の
課
題
の
優
先
順

位
が
生
活
実
感
と
熊
離
し
て
い
な
い
か
住
民
へ
の
問
い
か

け
な
ど
を
行
い
な
が
ら
確
認
し
、
情
報
の
共
有
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
身
近
な

道
路
の
ニ
ー
ズ
等
の
把
握
や
対
応
を

一
層
充
実
す
る
た

め
、
｢道
の
相
談
室
｣
等
の
取
組
み
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
N
P
O
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
る
な
ど
、
道
路

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
等
を
積
極
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

と
し
て
い
る
。

3

多
様
な
主
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
行
政
運
営

道
路
政
策
に
か
か
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
は
多
様
な
分
野
に

関
連
し
、
関
係
者
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
機
関
の
枠
組
み
を
超
え
た
取
組
み
と
し
て
、

都
道
府
県
別
に
幹
線
道
路
協
議
会
な
ど
複
数
の
関
係
機
関

の
集
ま
る
場
が
目
的
別
に
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
は

国
地
方
自
治
体
と
い
っ
た
複
数
の
道
路
管
理
者
、
公
安
委

員
会
、
公
共
交
通
事
業
者
、
地
域
住
民
な
ど
が
連
携
を
強

め
て
総
合
的
に
交
通
体
系
全
体
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

も
必
要
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
個
別
路
線
の
計
画
プ
ロ
セ
ス
を
円
滑
に
進
め
、

道
路
事
業
へ
の
理
解
を
高
め
る
た
め
、
そ
の
路
線
の
上
位

計
画
と
な
る
道
路
網
全
体
の
計
画
策
定
の
段
階
で
、
市
民

等
が
参
画
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
し
、
行
政
の
説
明
責
任

を
一
層
果
た
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

4

コ
ス
ト
の
徹
底
的
な
縮
減
と
新
技
術
の
活
用

厳
し
い
財
政
事
業
の
下
で
真
に
必
要
な
道
路
の
建
設
や

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
維
持
管
理
を
適
切
か
つ
着
実
に
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
状
況
、
道
路
の
利
用
形
態
に
応

じ
て
道
路
規
格
･
構
造
を
柔
軟
に
設
定
･
変
更
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

適
正
な
品
質
を
確
保
す
る
こ
と
と
の
両
立
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
評
価
方
式
な
ど
、
価
格
と
品
質
に

よ
る
総
合
的
な
競
争
が
実
現
さ
れ
る
入
札
方
式
を
導
入
し

て
い
く
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
、
工
期
短
縮
や

コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
た
め
の
技
術
開
発
や
高
齢
化
す
る
道

路
資
産
の
健
全
性
把
握
の
た
め
の
検
査
･
点
検
、
維
持
更

新
な
ど
の
技
術
開
発
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

や
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
走
行
安
全
支
援
、
サ
ー

ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
高
度
化
な
ど
、
多
様
な
分
野
で
の
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て

修 道行セ 2007.7



い
る
。

5

新
た
な
道
路
行
政
に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
法
制
の
検
討

一手ニンジを簡易な形式にする構造の見直しを行い3創意円を縮減

きA(
罐
群

最
後
に
、
建
議
に
お
い
て
示
さ
れ
た
提
案
を
踏
ま
え
、

鱒
二.も
も
熔瀞

±
会
怪
斉
ヒ
要
青
さ
れ
る
攻
耗
を
折
な

、展
用
し
て
く
上

　
　　　
　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　
　　　

　,

、

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
政
策
の
制
度
的
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
道
路
法
制
に
つ
い
て
も
不
断
の
見
直
し
を
行
い
、
時
代

　

　　

　

　　

に
適
合
し
た
も
の
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
し
、
道
路
の
機
能
が
長
期
安
定
的
･
効
率
的
に
発

図 10 インターチェンジの構造の見直しによるコスト縮減

的
に
活
用
す
る
枠
組
み
等
、
そ
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示

し
て
い
る
。

部縦貫自動車道 高山清見道路 高山インターチェンジ(仮称)の事例)中
鉢
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道路局道路交通管理課

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　　
=

回道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
と
ば
霊

｢道路ふれあい月間｣ 推進標語について

元気に衾謳う

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
一
日

ま
で
の
一
カ
月
間
を

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
と
定
め
、

道
路
を
利
用
し
て
い
る
国
民
に
改
め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、

道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と
い
う
道
路
愛
護
思
想
の
普

及
及
び
道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

道
路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
利
用
す
る
気
運
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

道
路
管
理
者
は
、
こ
の
月
間
に
お
い
て
、
国
民
自
ら
が

道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
十
分
理
解
し
、
自
主
的
か
つ

積
極
的
に
各
種
運
動
に
参
画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
地
域
住
民
や
協
賛
団
体
の
関
係
者
等

を
構
成
員
と
す
る
委
員
会
等
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
で

き
る
限
り
地
域
住
民
等
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
で
き
る
よ

う
、
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
か
つ
効
果
の
高
い
運
動
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
｢道
の
駅
｣
等
道
路
利
用
者
が
多
く
集
ま

り
、
か
つ
地
域
情
報
を
発
信
で
き
る
場
所
の
活
用
し
な
が

ら
、
地
域
住
民
等
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
、
道
路
管
理

者
は
そ
れ
に
協
力
を
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
多
く
の
住

民
の
み
な
さ
ん
に
道
路
の
正
し
い
利
用
を
啓
発
し
、
道
路

に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
な
行
事
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
運
動
が
当
該
月
間
を
越
え
た
効
果
の
あ

4氏によって行われた審査会の様子

メ8 道行セ 2007.7

る
取
組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

雪
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』
推
進
標
語
霊

道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
基
本
的
な
施
設
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も

身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ

れ
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
で
は

｢道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
｢道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
｣
推
進
標
語
を
広
く
一
般
か
ら
募
集
し
、
改
め

て
道
路
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
に
関
心
と

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
道
路
愛
護
思
想

の
普
及
と
高
揚
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の



財
産
で
す
。
〈
み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、

常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
ま

し
ょ
う
〉｣
を
テ
ー
マ
の
も
と
に
、

一
月
中
旬
か
ら
三
月

三
一
日
ま
で
の
間
に
、
全
国
の
各
道
路
管
理
者
の
関
係
事

務
所
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
、
｢道
の
駅
｣
、
自
治
体
の
道
路
維
持
担
当
部
署
及
び

そ
の
関
係
事
務
所
な
ど
で
応
募
用
チ
ラ
シ
配
布
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
募
集
を
行
い
ま
し
た

募
集
の
結
果
、
過
去
最
高
の
五
、
丸
三

作
品
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
五
月
三

〇
日

(水
)
に
浅
井
愼
平
さ
ん

(写
真
家
)、
残
間
里
江

子
さ
ん

(プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
)、
陣
内
貴
美
子
さ
ん

(元

浅井愼平さん

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

･
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
)
、
山
田
美
保
子

さ
ん

(放
送
作
家
･
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)
の
四
氏
に
よ
る
審

査
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞

"
-
作
品
、
優
秀
賞
…
四
作
品
、

優
良
賞
…
四
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

推
進
標
語
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
期
間
中
に
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
本
月
間
の

推
進
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た

｢道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
｣
の
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る

｢道
の
日
｣
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
る
予
定
で
す
。

平
成
一
九
年
度
の
入
選
者
と
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

圏
最
優
秀
賞

｢ま
た
明
日

圓
優
秀
賞

○
一
般
の
部

｢
い
い
道
路

｢道
路
か
ら

○
学
生
の
部

｢
ふ
る
さ
と
に

｢
つ
な
が
る
ね

元
気
に
会
お
う

埼
玉
県

ま
ち
に
人
呼
ぶ

三

重
県

聞
こ
え
る
町
の

大
阪
府

こ
の
道
で
｣

西
澤

壺

活
気
呼
ぶ
｣

北
谷

知
亜

息
づ
か
い
｣

山
野

大
輔

実
月

さ
ん

の首"〒セ 2007.7 !9

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

｢こ
の
道
は

○
学
生
の
部

｢う
れ
し
い
な

｢す
て
な
い
で

続
く
こ
の
道

た
か
ら
も
の
｣

新
潟
県

坂
井

泰
法

ぼ
く
ら
の
未
来
の

道
し
る
べ
｣

鳥
取
県

中
村

浩
明

道
が
あ
る
か
ら

あ
る
未
来
｣

神
奈
川
県

寺
前

秀
紀

次
の
世
代
も

通
る
道
｣

群
馬
県

茂
木

義
男
義
男

さ
ん

い
ろ
ん
な
笑
顔
に

あ
え
る
道
｣

大
阪
府

本
石

澪
人

さ
ん

心
の
道
を

よ
ご
し
ち
ゃ
う
｣

北
海
道

小
喬

優
奈

さ
ん

残間里江子さん

陣内貴美子さん
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『週◎圓』《⑯螂制◎圓湖についで

~ ｢道の日｣ 中央行事を六本木で開催 !~

道路局総務課 木村 勇貴

　
　　
　
　

　　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　　
跨

◇
『道
の
日
』
の
制
定
経
緯
と
趣
旨
◇

道
路
は
、
国
民
経
済
を
支
え
、
国
民
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設
で
す
が
、
あ

ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
重
要
性
が
見

過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
一
方
、
明
日
を
目
指
し
た
道
路
づ

く
り
、
円
滑
な
道
路
整
備
･
道
路
管
理
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
国
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

昭
和
五
七
年
三
月
五
日
の
道
路
審
議
会
の
建
議
に
お
い

て
、
｢今
後
の
道
路
整
備
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
国
民
の

理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
!
!
･

『道
の
日
』
を
定
め
る
な
ど
道
路
に
関
す
る
国
民
の
関
心

を
高
め
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。｣
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、

ま
た
昭
和
六
一
年
一
月
二
八
日
に
は
、
全
国
道
路
利
用
者

会
議
か
ら
、
｢明
日
を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
･
円
滑
な

道
路
整
備
･
道
路
管
理
を
推
進
し
、
道
路
財
源
の
確
保
等

を
図
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
『道
の
日
』
を
設
け
、
あ
ら
た
め
て

8自制◎圓はr週の目J は

圓
饑
斑

穫
M発
議

道
の
意
義

･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛

護
の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
日
と
す
る
。｣
と

の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
建
設
省

(現
国
土
交
通
省
)
で

は

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
向
け
検
討
を
続
け
、
昭
和
六

一
年
度
か
ら
八
月
一
〇
日
を

｢道
の
日
｣
と
し
、
道
路

の
意
義

･
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
皆
様
に
関
心
を
も

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
民
的
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
八
月

一
〇
日
を

｢
道
の
日
｣
と
し
た
の
は
、

①
大
正
九
年
八
月
一
〇
日
に
我
が
国
で
最
初
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ
る
第

一
次
道
路
改
良
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
、
②
広
く

一
般
国
民
に
定
着

し
て
い
る

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

(※
)｣
(八
月
一
日

~
八
月
三
一
日
)
の
期
間
中
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

※

平
成

一
三
年
度
よ
り

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
か

ら
名
称
変
更

◇
『道
の
日
｣
の
運
動
◇

国
土
交
通
省
は
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
等
に

幅
広
く

｢道
の
日
｣
の
運
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

国
土
交
通
省
を
中
心
と
し
て
、
各
機
関

･
団
体
等
は
、

関
係
省
庁
の
協
力
を
得
つ
つ
相
互
に
連
携
し
、
毎
年
全

国
各
地
で
パ
レ
ー
ド
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
道
路
清
掃
な

ど
、
道
に
ち
な
ん
だ
各
種
行
事
及
び
活
動
を
積
極
的
に

行

っ
て
い
ま
す
。
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害
三
年
目
を
迎
え
る
『道
の
日
』
④
中
実
行
事

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
さ
れ

る

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
に
つ
い
て
は
、
今
年
で
二
二
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
度

｢道
の
日
｣
中
央

行
事
は

｢~
道
が
つ
な
ぐ

さ
さ
え
る

暮
ら
し
と
笑
顔

全
国
道
の
駅
物
産
展
~
｣
を
テ
ー
マ
に
、
八
月
四
日

(土
)

に

｢六
本
木
ヒ
ル
ズ
ア
リ
ー
ナ
｣
に
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
日
は

｢
一
日
道
の
駅
六
本
木
｣
と
称
し
、
全
国
か
ら

　　

　

　　
　

て＼
＼ト
ミ

　　
　

　
　　　　
　

　　　　　　　
′･類繋ド アはで き!でも,すれ ぞすらもご;たび

{及 ぶ妻蝨翁抜き;選べ}ノーきれゾラ!

全国の ｢遺の駅｣による物産展の出店、ステージイベント等を通じて、
に不可欠な物費の輸送や人の移動など、暮らしと ｢道｣とが密接に関わって
また~全国が ｢濱｣でつながっていることを認識して頂くイベントです。

全国の ｢遺の駅｣による物産展の出店、ステージイベント等を通じて、
暮らしに不可欠な物費の輸送や人の移動など、暮らしと ｢道｣とが密接に関わっていること、

道
の
駅
を
集
め
、
物
産
展
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
推
進
標
語
表
彰

式
、
｢
一
日
道
の
駅
六
本
木
｣
の
駅

長
に
タ
レ
ン
ト
の

｢眞
鍋
か
を
り
｣

さ
ん
を
任
命
し
、
｢道
｣
を
テ
ー
マ

に
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
｢道
｣
を

舞
台
に
し
て
行
わ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
あ
る
、
ね
ぶ
た
、
よ
さ
こ
い

等
の
実
演
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
等
の
大

道
芸
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
入

場
は
無
料
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。

八
月
四
日

(土
)
に
は
、
是
非
、

六
本
木
ヒ
ル
ズ
ア
リ
ー
ナ
に
足
を
お

運
び
い
た
だ
き
、
道
の
駅
物
産
展
や

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
な
が

ら
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

｢道
｣
が
、
暮
ら
し
と
密
接
に
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
じ
っ
く
り
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
?
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綾
歯
周
物
件
に
対
す
る
添
加
に
つ
い
て

繊

　

　

　

　圈

坂
上
係
員

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

猯

そ
う

臨

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

猯

そ
う
ね
o
こ
の
規
定
は
･
既
存
の
占
用
物
件
に
新
た

酵
薑

醒

匪

圈

圀

燭

翻

圀

圃

園

園

墜

霊

霊

閤

囮

図

濶

國

國

園

霊

堕

匪

醸

圈

閣

調

圀

塑

國

園

園

園

韓

薑

堕

醸

露

匙

に
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る

大
野
係
員

を
受
け
て
い
る
わ
け
だ
し
.,,。

物
件
を
添
加
し
よ
う
と
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
当
該

(電
話
中
)
な
る
ほ
ど
ー
、
わ
か
り
ま
し
た
。
お
待

坂
上
係
員

占
用
物
件
の
占
用
者
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
、
ち
ょ
っ
と
。
も
う
少
し
よ
く
考
え
て
よ
、

独
立
の
占
用
と
み
な
し
て
既
存
の
占
用
と
は
別
個
に
処

坂
上
係
員

大
野
君
。
梅
雨
だ
か
ら
っ
て
頭
も
湿
っ
ち
ゃ
駄
目
よ
。

理
し
、
道
路
の
占
用
が
無
秩
序
に
流
れ
る
の
を
防
ご
う

大
野
君
、
ど
う
し
た
の
?

大
野
係
員
事
業
者
の
方
か
ら
の
お
電
話
で
、
す
で
に
占
用
許
可

を
受
け
て
い
る
消
火
栓
標
識
に
看
板
広
告
を
添
加
し
た

い
の
で
、
明
日
図
面
等
を
持
っ
て
行
き
ま
す
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
ん
で
す
。
事
業
者
の
方
は
、
も
と
も
と
占
用

許
可
を
受
け
て
い
る
物
件
に
看
板
広
告
を
添
加
す
る
だ

け
だ
か
ら
許
可
ま
で
は
必
要
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て

仰
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
i

坂
上
係
員
そ
れ
で
、
大
野
君
は
ど
う
思
う
の
?

大
野
係
員
確
か
に
そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
消
火
栓
標
識
は
許
可

ち
ょ
っ
と
、
ち
ょ
っ
と
。
も
う
少
し
よ
く
考
え
て
よ
、

大
野
君
。
梅
雨
だ
か
ら
っ
て
頭
も
湿
っ
ち
ゃ
駄
目
よ
。

大
野
係
員
(そ
こ
ま
で
言
わ
な
く
て
も
!
)
わ
か
り
ま
し
た
。

も
う
一
度
よ
く
考
え
て
み
ま
す
。

坂
上
係
員
ど
う
?

何
か
わ
か
っ
た
?

大
野
係
員
は
い
。
道
路
法
の
規
定
を
見
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

第
四
十
一
条
で
、
占
用
物
件
に
新
た
に
道
路
の
構
造
又

は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
物
件
を
添
加
し
よ

う
と
す
る
場
合
は
、
新
た
な
占
用
と
み
な
す
っ
て
い
う

規
定
が
あ
り
ま
す
ね
。

占
用
物
件
の
占
用
者
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

独
立
の
占
用
と
み
な
し
て
既
存
の
占
用
と
は
別
個
に
処

理
し
、
道
路
の
占
用
が
無
秩
序
に
流
れ
る
の
を
防
ご
う

と
す
る
主
旨
の
も
の
ね
。

じ
ゃ
あ
、
添
加
す
る
物
件
が
道
路
の
構
造
又
は
交
通

に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
ど
う

す
る
の
か
し
ら
?

大
野
係
員
え
っ
と
ー
、
そ
の
場
合
は
、
第
三
十
二
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
占
用
の
変
更
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
同
項
で
は
、
占
用
者
が
占
用
の
目
的
、

期
間
、
場
所
、
物
件
の
構
造
等
を
変
更
す
る
と
き
は
、

"

そ
の
変
更
が
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す

2セ

虞
の
な
い
と
認
め
ら
れ
る
軽
易
な
も
の
で
政
令
で
定
め

行

る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
い
て
道
路
管
理
者
の
許
可
を

描

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

2

道
路
法
第
四
十
一
条

道
路
管
理
者
以
外
の
者
が
占
用
物
件
に
関
し
新
た
に
道
路
の
構
造

又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
物
件
を
添
加
し
ょ
う
と
す
る

行
為
は
、
本
節
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
道
路
の
占
用

と
み
な
す
。



坂
上
係
員
そ
う
ね
。
や
っ
と
思
い
出
し
て
き
た
よ
う
ね
。
つ
ま

り
、
占
用
物
件
に
新
た
な
物
件
を
添
加
し
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
そ
の
物
件
が
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障

を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
物
件
の
と
き
は
、
第
四
十
一
条
の

適
用
を
受
け
て
新
た
な
道
路
占
用
許
可
が
必
要
と
な
る

の
ね
。
一
方
、
そ
の
物
件
が
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に

支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
な
い
物
件
の
と
き
は
、
第
三
十
二

坂
上
係
員

条
第
三
項
の
規
定
に
従
っ
て
、
占
用
物
件
の
構
造
の
変

そ
の

更
と
し
て
道
路
管
理
者
の
許
可
が
必
要
と
な
る
わ
ね
。

た
だ
し
、
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞

の
な
い
物
件
の
添
加
で
あ
り
、
か
つ
施
行
令
第
八
条
に

あ
る
よ
う
に
、
占
用
物
件
の
重
量
の
著
し
い
増
加
を
伴

わ
な
い
も
の
、
又
は
当
該
道
路
占
用
者
が
当
該
占
用
の

目
的
に
付
随
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
と
き
は
変
更
の
許

可
は
必
要
な
い
と
い
う
整
理
に
な
る
の
ね
。
そ
う
し
た

ら
、
今
回
の
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
し
ら
?

大
野
係
員
消
火
栓
標
識
に
看
板
を
添
加
す
る
こ
と
は
、
落
下
等

の
危
険
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
道
路
の
構
造
又

は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
物
件
を
添
加
す
る

行
為
と
言
え
る
の
で
、
新
た
に
占
用
許
可
申
請
を
出
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
の
と
お
り
。

渡
邊
課
長
二
人
と
も
、
ち
ゃ
ん
と
結
論
に
達
し
た
よ
う
だ
ね
。

占
用
物
件
に
対
す
る
物
件
の
添
加
に
つ
い
て
は
、
二
人

の
話
し
て
た
通
り
だ
け
ど
、
添
加
物
件
と
い
う
と
、
や

は
り
電
線
が
多
い
ん
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

広
告
物
等
も
多
く
な
る
の
で
関
係
法
令
と
の
関
わ
り
に

も
注
意
が
必
要
だ
ね
。
こ
う
い
っ
た
物
件
は
屋
外
広
告

物
法
等
他
の
法
令
の
規
制
を
受
け
る
場
合
も
多
い
の
で

道
路
法
以
外
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
ね
。

坂
上
係
員
･
大
野
係
員

わ
か
り
ま
し
た
、
課
長
。
公
ブま
で
聞
い
て
た
ん
だ
ー
。)

(終
業
の
チ
ャ
イ
ム
)

渡
邊
課
長
今
日
は
こ
の
へ
ん
に
し
と
こ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
今

日
は
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
日
だ
け
ど
、
大
野
君
は
何
か
買

う
の
か
い
?

大
野
係
員
は
い
!

ず
っ
と
欲
し
か
っ
た
も
の
が
あ
る
ん
で

す
。
今
年
の
新
年
会
で
坂
上
さ
ん
が
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー

の
時
に
着
て
い
た
ボ
デ
ィ
ー
ス
ー
ツ
を
僕
も
買
お
う
と

思
う
ん
で
す
!

(平
成
一
九
年
三
月
号
参
昭
巴

坂
上
係
員

(こ
の
頃
終
わ
り
)
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道
路
法
第
三
十
二
条

略
2

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
道
路
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

道
路
の
占
用

(道
路
に
前
項
各
号
の
一
に
掲
げ
る
工
作
物
、

物
件
又
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
こ
と
を

い
う
。
以
下
同
じ
。)
の
目
的

二

道
路
の
占
用
の
期
間

三

道
路
の
占
用
の
場
所

四

工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
の
構
造

五

工
事
実
施
の
方
法

六

工
事
の
時
期

七

道
路
の
復
旧
方
法

3

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者

(以
下

｢道
路
占
用

者
｣
と
い
う
。)
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
変
更
が
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に

支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
な
い
と
認
め
ら
れ
る
軽
易
な
も
の
で
政
令
で

定
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
外
、
あ
ら
か
じ
め
道
路
管
理
者

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
~
5

略

道
路
法
施
行
令
第
八
条

法
第
三
十
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
で
道
路
の
構

造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
な
い
と
認
め
ら
れ
る
軽
易
な
も

の
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

占
用
物
件
の
構
造
の
変
更
で
あ
っ
て
重
量
の
著
し
い
増
加
を

伴
わ
な
い
も
の
。

一
“
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
な
い
物
件
の

占
用
物
件
に
対
す
る
添
加
で
あ
っ
て
、
当
該
道
路
占
用
者
が
当

該
占
用
の
目
的
に
付
随
し
て
行
う
も
の
。



｢

J

蠣
場
の
取
組
み
事
例

へ

/

〔

〕

卿
崎
繭
支
週
購
燃
醤
付
蓬
バ
ス
停
讓
噺

趾
屋
整
備
事
業
に
つ
い
て

川
崎
市
交
通
局
自
動
車
部
管
理
課

河
内
山

佳
祐

写真 1 広告付きバス停留所 (観音一丁日バス停 (川崎駅方向))印

=
は
じ
め
幅

広
告
付
き
バ
ス
停
留
所
上
屋
(以
下
｢広
告
付
き
上
屋
｣

と
い
う
。)
は
、
バ
ス
停
留
所
に
雨
露
や
陽
射
し
を
防
ぐ

た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
上
屋
に
広
告
パ
ネ
ル
を
取
り
付

け
た
も
の
で
、
掲
出
さ
れ
る
広
告
の
広
告
料
収
入
に
よ
り

バ
ス
停
留
所
上
屋
の
整
備
か
ら
維
持
管
理
ま
で
を
行
う
方

式
を
探
る
も
の
で
す
。

神
奈
川
県
川
崎
市
で
は
、
条
例
に
よ
り
バ
ス
停
留
所
上

屋
へ
の
広
告
の
掲
出
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
川
崎
市

関
係
局
や
警
察
と
の
協
議
を
経
て
、
現
在
、
広
告
付
き
上

屋
の
試
験
設
置
を
実
施
し
て
い
ま
す

(平
成
一
九
年
七
月

現
在
)。

本
稿
で
は
、
広
告
付
き
上
屋
の
仕
組
み
と
川
崎
市
に
お

け
る
広
告
付
き
上
屋
の
試
験
設
置
ま
で
の
経
緯
、
及
び
今

後
の
条
例
改
正
か
ら
本
格
設
置
ま
で
の
取
組
み
に
つ
い
て

述
べ
て
い
き
ま
す
。

三

広
告
情
趣
上
屋
導
入
ま
で
の
推
移

従
来
、
日
本
で
は
道
路
法
な
ど
で
上
屋
へ
の
広
告
物
設

置
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
車
の
運
転
者
が
上
屋
の
広
告
に
気
を
と
ら
れ

事
故
を
起
こ
す
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
ま
た
歩
行
者
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
な
ど
の
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で
し

た
。し
か
し
･
平
成
五

年
一
月
に
国
土
交
通
省
と
警
察
庁

砺

が
規
制
を
緩
和
し
、
上
屋
整
備
の
目
的
で
あ
れ
ば
一
定
の

2セ

要
件

(車
道
面
へ
の
広
告
は
不
可
な
ど
)
の
も
と
で
バ
ス

行道

停
留
所
に
広
告
パ
ネ
ル
を
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
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こ
れ
を
受
け
、
同
年
三
月
に
岡
山
市
で
民
営
バ
ス
事
業

者
が
国
内
初
の
広
告
付
き
上
屋
を
設
置
し
、
公
営
バ
ス
事

業
者
で
も
平
成
一
六
年
一
一
月
か
ら
横
浜
市
が
試
験
設
置

を
実
施
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
平
成
一
七
年
に
は
名
古
屋

市
、
神
戸
市
で
も
広
告
付
き
上
屋
の
本
格
設
置
が
開
始
さ

れ
、
現
在
で
は
様
々
な
自
治
体
の
公
営
、
民
営
バ
ス
事
業

者
が
広
告
付
き
上
屋
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

亘

広
告
付
蓬
上
屋
の
設
置
方
式

川
崎
市
交
通
局
を
含
む
多
く
の
公
営
、
民
営
バ
ス
事
業

者
で
は
、
民
間
事
業
者
広
告
料
収
入
に
よ
る
上
屋
の
整
備

及
び
維
持
管
理
を
委
託
す
る
方
式

(※
1
)
を
採
用
し
、

ほ
ぼ
費
用
の
負
担
な
く

(※
2
)
バ
ス
利
用
者
に
対
し
て

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
し
て
い
ま
す

(図
1
)。

※
1
!
東
京
都
交
通
局
の
よ
う
に
、
広
告
付
き
辷
屋
の
設
置
か
ら
広
告

料
収
入
に
よ
る
上
屋
の
設
置
、
及
び
維
持
管
理
を
、
全
て
自
前

で
行
う
方
式
を
導
入
し
て
い
る
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。

※
2
i
･実
際
に
は
、
広
告
付
き
上
尾
に
掲
出
す
る
広
告
を
審
査
す
る
外

部
有
識
者
へ
の
報
酬
な
ど
の
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

こ
と

(上
記
1
同
様
に
広
告
掲
出
面
設
置
後
の
幅
員
が
二

m
以
上
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
)。

②

運
転
者
の
安
全
確
保

広
告
掲
出
面
は
、
車
の
運
転
者
が
運
転
し
な
が
ら
広
告

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

◎

広
告
物
の
大
き
さ
等

広
告
物
の
大
き
さ
は
上
屋
の
大
き
さ
を
超
え
な
い
こ

と
。
ま
た
、
広
告
物
の
表
示
面
積
は
一
面
に
つ
き
二
話
以

内
で
あ
る
こ
と
o

浦矛テセ 2007.7 25

広
告
付
き
上
屋
設
置
事
業
者

四

広
告
付
蓬
土
屋
の
設
置
位
置
等
に
つ
い
て

1

設
置
可
能
な
場
所
に
つ
い
て

｢歩
道
幅
員
が
四
･
三
m
以
上
あ
る
停
留
所

(川
崎
市

交
通
局
の
試
験
設
置
段
階
で
の
選
考
基
準
)｣

こ
れ
は
国
及
び
川
崎
市
に
よ
り
、
上
屋
は
歩
道
と
車
道

の
境
界
線
か
ら
0
･
二
五
m
以
上
離
れ
た
場
所
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
上
屋
の
幅
が
二
m
以
下
で
あ
り
、
か
つ
上
屋
設

置
後
の
幅
員
が
二
m
以
上
確
保
さ
れ
て
い
る
歩
道
に
限
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

バス利用者

図 1 広告付き上屋の設置方式

2

広
告
掲
出
面
に
つ
い
て

道
路
交
通
の
安
全
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
主

に
以
下
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

=

歩
行
者
の
安
全
確
保

歩
行
者
の
広
告
掲
出
面
の
死
角
か
ら
飛
び
出
し
事
故
等

を
防
ぐ
た
め
、
路
面
と
の
間
に
適
当
な
間
隔
を
確
保
す
る

3

広
告
付
き
上
屋
の
設
置
例

2
を
踏
ま
え
た
広
告
付
き
上
屋
の
設
置
例
は
図
2

(次

頁
)
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

踵

川
崎
市
変
遷
局
に
お
け
る

広
告
情
態
占
屋
の
整
備
事
業
に
つ
い
て

川
崎
市
交
通
局
バ
ス
停
留
所
上
屋
の
状
況
に
つ
い
て

川
崎
市
交
通
局
で
は
、
毎
年
新
規
、
立
替
合
計
で
上
屋

を
一
〇
基
整
備
し
て
お
り
、
平
成
一
八
年
四
月
一
日
現
在

で
、
川
崎
市
交
通
局
の
管
理
す
る
バ
ス
停
留
所
は
八
四
人

力
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
五
七
ヵ
所
に
上
屋
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

上
屋
の
設
置
後
は
施
設
の
清
掃
や
補
修
な
ど
の
維
持
管

理
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
設
置
さ
れ
た
上
屋
の
う
ち
、

約
五
六
%
の
一
四
三
ヵ
所
が
設
置
後
一
〇
年
以
上
経
過
し

て
い
る
た
め
、
上
屋
の
新
規
設
置
と
併
せ
て
老
朽
化
し
た

整備 ･維持管理



【設置例 側

擶 車道 (車の進行方向)

※内側の広告物掲示には、
ベンチ及び壁面への時
刻表、 連行案内などの
掲示が必要

可 広告物

民 地 等

　　　
歩
@

【設置例 2

藝 車道 (車の進行方向)

図 2 広告付き上屋の設置例

上
屋
の
立
替
の
必
要
性
も
増
し
て
い
ま
す
。

2

川
崎
市
交
通
局
の
広
告
付
き
上
屋
導
入
へ
の

状
況
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
上
屋
の

整
備
及
び
維
持
管
理
を
行
う
方
法
が
検
討
さ
れ
、
民
間
事

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
広
告
付
き
上
屋
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
的
な
上
屋
施
設
の
整
備
と
効
率
的

な
維
持
管
理
の
実
施
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

3

広
告
付
き
上
屋
試
験
設
置
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

=

準
備
段
階
で
の
市
関
係
各
局
、
警
察
署
と
の
協
議
･
調
整

川
崎
市
で
は
バ
ス
停
留
所
上
屋
へ
の
広
告
の
表
示
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、上
屋
へ
の
広
告
の
掲
出
(建
設
局
)、

上
屋
の
デ
ザ
イ
ン
や
建
築
許
認
可

(ま
ち
づ
く
り
局
)、

上
屋
の
課
税

(財
政
局
)
及
び
道
路
交
通
の
安
全
性
の
確

保

(警
察
署
)
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議

･
調
整
を
経
て
、

川
崎
市
屋
外
広
告
物
審
議
会
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

②

試
験
設
置
の
停
留
所
に
つ
い
て

前
述
の
広
告
付
き
上
屋
設
置
可
能
な
停
留
所

(歩
道
幅

員
が
四
･
三
m
以
上
あ
る
停
留
所
)
か
ら
、
乗
車
人
員
が

多
く
、
市
民
や
バ
ス
利
用
者
の
意
見
が
聴
取
し
や
す
い
停

留
所
を
選
び
ま
し
た

(表
)。

③

設
置
事
業
者
選
定
の
過
程

川
崎
市
交
通
局
で
は
広
告
付
き
上
屋
設
置
に
あ
た
り
、

以
下
の
と
お
り
設
置
事
業
者
を
公
募
し
、
川
崎
市
交
通
局

広
告
付
き
バ
ス
停
留
所
上
屋
設
置
業
者
選
定
委
員
会
の
審

査
を
経
て
、
事
業
者
を
ク
リ
ア
チ
ャ
ネ
ル
･
ジ
ャ
パ
ン
株

式
会
社
に
決
定
し
ま
し
た
。

26 道イテセ 2007,7

表 1 試験設置停留所 (5ヵ所)

バス停名称 赫 所在地 乗車人員 (※) 歩道幅員

①銀柳街入口 市営埠頭 川崎市川崎区砂子1 - 1 2
,
226人 纖

②市役所前 " 鮒
人371 mお

③宮前 " 卿 狄 鮠
④藤崎一丁目 川崎 30-レ窟藤" 以 m僻
⑤観音一丁目 " 19-瀦 臥 m“

※ 平成 17年 2月のO D 調査の結果による 1日あたりの乗車人員



企
画
提
案
書
の
募
集
…

平
成
一
人
年
一
〇
月
三
六
日
~
一
一
月
七
日

企
画
提
案
書
の
受
付
…

平
成
一
八
年
三

月
一
四
日

選
定
委
員
会

(二
回
)
…

平
成
一
人
年
一
〇
月
二
五
日
、
三

月
二
二
日

@

広
告
付
き
上
屋
本
体
に
つ
い
て

上
屋
設
置
業
者
選
定
委
員
会
に
よ
り
、
設
置
事
業
者

(ク
リ
ア
チ
ャ
ネ
ル

･
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
)
と
と
も
に
、

広
告
付
き
上
屋
の
デ
ザ
イ
ン
も
決
定
し
た
後
、
上
屋
本
体

の
設
計
や
構
造
に
つ
い
て
は
、
川
崎
市
屋
外
広
告
物
審
議

会
委
員
に
意
見
を
い
た
だ
き
細
部
の
手
直
し
を
行
い
ま
し

た
。上

屋
本
体
の
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
も
、
川
崎
市
交
通
局
バ

ス
停
留
所
上
屋
広
告
デ
ザ
イ
ン
審
査
委
員
会
委
員
に
カ
ラ

ー
の
サ
ン
プ
ル
を
何
種
類
か
推
薦
し
て
い
た
だ
き
、
交
通

局
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
市
長
に
も
意
見
を
伺
う
な

ど
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

上
屋
の
サ
イ
ン

(バ
ス
停
名
表
示
、
行
先
案
内
等
)
や

バ
ス
路
線

･
系
統
図
、
時
刻
表
は
競
合
バ
ス
事
業
者
の
協

力
を
得
て
様
式
を
揃
え
る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
に
見
や

す
く
し
ま
し
た
。

回

掲
出
さ
れ
る
広
告
に
つ
い
て

広
告
付
き
上
屋
掲
出
さ
れ
る
広
告
に
つ
い
て
は
、
都
市

景
観
に
配
慮
し
た
質
の
高
い
作
品
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

川
崎
市
交
通
局
に
お
い
て
広
告
審
査
基
準

(川
崎
市
交
通

局
バ
ス
停
留
所
上
屋
の
広
告
審
査
基
準
等
)
を
定
め
、
学

識
経
験
者
を
含
む
広
告
審
査
委
員
会

(川
崎
市
交
通
局
バ

ス
停
留
所
上
屋
広
告
デ
ザ
イ
ン
審
査
委
員
会
)を
設
置
し
、

①
街
な
み
や
都
市
景
観
に
配
慮
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
、

②
色
彩
の
基
調
は
川
崎
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ

る
こ
と
、
⑤
企
業
モ
ラ
ル
の
あ
る
グ
レ
ー
ド
の
高
い
作
品

で
あ
る
こ
と
を
審
査
の
基
準
と
し
て
、
広
告
の
質
的
向
上

に
つ
な
が
る
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

穴

広
告
付
赳
豊
麗
の
試
験
設
置
か
ら

雰
稽
讓
置
ま
で

ー

広
告
付
き
上
屋
第

一
号
に
つ
い
て

広
告
付
き
上
屋
の
仕
様
の
決
定
後
、
各
種
許
可
申
請
手

続
き
を
経
て
設
置
工
事
が
実
施
さ
れ
、
平
成
一
九
年
三
月

二
二
日
に
川
崎
市
交
通
局
に
お
け
る
広
告
付
き
上
屋
の
第

一
号
が
市
役
所
前
バ
ス
停
留
所
に
完
成
し
ま
し
た

(写
真

2
)
0

2

広
告
付
き
上
屋
の
竣
工
記
念
式
典

広
告
付
き
上
屋
の
第
“
号
の
供
用
開
始
に
あ
わ
せ
て
、

川
崎
市
交
通
局
広
告
付
き
バ
ス
停
留
所
上
屋
竣
工
記
念
式

典
が
川
崎
市
役
所
本
庁
舎
前
駐
車
場
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。式

典
に
は
阿
部
孝
夫
川
崎
市
長
、
モ
ラ
ー
･
ベ
タ
ー
セ

ン
ク
リ
ア
チ
ャ
ネ
ル

･
ジ
ャ
パ
ン
社
長
、
神
奈
川
県
バ
ス

協
会
、
競
合
バ
ス
事
業
者
な
ど
が
参
加
し
、
阿
部
市
長
と

　　　
　
　
響
きき

を
ミ
広広告付き上屋の設置第 -号 (前受所前バス停 (市営埠頭方向))
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モ
ラ
ー
社
長
に
よ
る
挨
拶
と
広
告
付
き
上
屋
整
備
事
業
の

概
要
説
明
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
記
念
撮
影
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た

(写
真
3
)。

ま
た
広
告
第

一
号
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ア
チ
ャ
ネ
ル

･

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
か
ら
川
崎
市
に
対
し
て
、
広
告
枠
が

二
面
あ
る
う
ち
の
一
面
の
提
供
が
あ
り
、
平
成
一
九
年
七

月
七
日
か
ら
、
川
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回

｢ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
0
7
｣
の
広

告
が
掲
出
さ
れ
ま
し
た
。

写真 3 川崎市バス広告付き停留所上屋竣工記念式典での
テープカット

3

試
験
設
置
か
ら
本
格
設
置
ま
で

市
役
所
前
に
続
き
、
銀
柳
街
入
口
、
藤
崎
一
丁
目
、
観

音
一
丁
目
、
宮
前
の
各
バ
ス
停
留
所
に
設
置
し
、
試
験
設

置
の
広
告
付
き
上
屋
は
、
平
成
一
九
年
七
月
に
は
合
計
五

ヵ
所
に
な
り
ま
し
た
。

八
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

(※
3
)
を
実
施
し
て

バ
ス
利
用
者
や
周
辺
住
民
な
ど
の
意
見
を
募
集
し
、
九
月

に
は
結
果
を
公
表
し
、
…
0
月
に
川
崎
市
屋
外
広
告
物
審

議
会
に
広
告
付
き
上
屋
の
試
験
設
置
状
況
を
諮
問
し
た
後

に
承
認
が
下
り
れ
ば
、
一
二
月
に
川
崎
市
屋
外
広
告
物
条

例
を
改
正

(※
4
)
し
、
平
成
二
〇
年
か
ら
の
広
告
付
き

上
屋
の
本
格
設
置
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
3
!
条
例
の
改
廃
等
に
あ
た
り
市
民
の
意
見
を
公
募
し
、
そ
れ
を
考

慮
し
て
立白雪
心決
定
を
行
う
手
続
。

※
4
!
川
崎
市
建
設
局
が
川
崎
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
改
正
議
案
を
川

崎
市
議
会
に
提
案
し
ま
す
。

4

本
格
設
置
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

広
告
付
き
上
屋
は
本
格
設
置
が
決
定
す
る
平
成
二
〇
年

か
ら
五
年
間
で
約
二
五
〇
基
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま

す
。設

置
対
象
箇
所
は
、
川
崎
市
交
通
局
の
管
理
停
留
所
の

う
ち
、
広
告
付
き
上
屋
設
置
条
件

(道
路
幅
員
等
)
を
満

た
す
停
留
所
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、設
置
対
象
箇
所
に
既
存
の
バ
ス
停
上
屋
が
あ
り
、

設
置
後
の
経
過
年
数
が
短
い
場
合
は
上
屋
施
設
の
他
の
バ

ス
停
留
所
へ
の
移
設
や
、
部
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
行

い
ま
す
。

七

お
わ
り
に

川
崎
市
交
通
局
を
含
む
バ
ス
事
業
者
に
と
っ
て
、
広
告

付
き
上
屋
は
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
バ
ス
停
上
屋
の
整
備
･

維
持
管
理
を
可
能
に
す
る
、
大
変
魅
力
あ
る
事
業
で
す
。

本
格
設
置
開
始
後
は
、
引
き
続
き
川
崎
市
バ
ス
の
お
客

様
や
バ
ス
停
留
所
の
周
辺
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
今
後
の

事
業
展
開
に
反
映
さ
せ
、
更
な
る
安
全
･
快
適
な
施
設
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

ま
た
バ
ス
停
留
所
は
公
共
施
設
で
も
あ
り
、
都
市
景
観

の
一
部
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
告
付
き

上
屋
に
掲
出
さ
れ
る
広
告
が
景
観
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
な
広
告
審
査
体
制
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
も
考
え
ま

す
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
広
告
付
き
バ
ス
停
留
所
上
屋
整
備

事
業
は
バ
ス
停
留
所
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
の
み
に
と
ど

ま
ら
ず
、
川
崎
市
の
都
市
景
観
の
向
上
を
通
じ
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
役
割
を
も
担
え
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。



ヘ

ビ

現
場
の
取
組
み
事
例

(

〕

〔

)

螂
曲
付
バ
ス
停
止
屋
に
つ
い
て

福
岡
市
土
木
局
管
理
部
道
路
管
理
課

吉
田

久
孝

一

は
じ
め
に

福
岡
市
は
面
積
三
四
○
姑
、
人
口
一
四
○
万
人
を
擁
す

る
九
州
の
中
核
都
市
と
し
て
、
現
在
も
人
口
増
が
続
く
な

ど
発
展
し
て
お
り
、道
路
は
国
･
県
･
市
道
あ
わ
せ
て
三
、

人
0
0
師
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
に
お
け
る
バ
ス
事
業
の
特
徴
と
し
て
、
西

日
本
鉄
道
㈱
の
バ
ス
路
線
が
市
域
の
ほ
と
ん
ど
を
網
の
目

状
に
網
羅
し
て
お
り
、
地
域
に
密
着
し
た

｢市
民
の
足
｣

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
停
留
所
は
市
内

全
域
で
約
一
、
七
0
0
力
所
、
う
ち
上
屋
が
設
置
さ
れ
て

い
る
バ
ス
停
は
約
三
五
〇
ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
国
の
規
制
緩
和
の
流
れ
の
中
で
、
全
国
的

な
展
開
を
み
せ
て
い
る
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
事
業

で
あ
る
広
告
付
バ
ス
停
上
屋
に
つ
い
て
、
西
日
本
鉄
道
㈱

(以
降
西
鉄
㈱
)
と
M
C
ド
ゥ
コ
ー
社
共
同
に
よ
る
取
り

組
み
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

二

広
告
付
バ
ス
停
上
屋
整
備
の
提
案

福
岡
市
に
お
い
て
は
、
平
成
一
三
年
三

月
に
、
事
業

者
M
C
ド
ゥ
コ
ー
社
よ
り
広
告
付
バ
ス
停
上
屋
の
整
備
事

業
に
つ
い
て
概
要
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
当

時
は
道
路
占
用
許
可
基
準
が
な
く
、
ま
た
、
本
市
に
お
い

て
は
、
バ
ス
停
上
屋
は
バ
ス
事
業
者
が
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
整
備
す
べ
き
と
の
考
え
方
が
前
提
に
あ
っ

た
た
め
、
市
独
自
で
広
告
付
バ
ス
停
上
屋
を
道
路
占
用
さ

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
間
に
お
い
て
も
、
市
民
の
方
か

ら
の
市
に
対
す
る
バ
ス
停
上
屋
の
整
備
要
望
は
強
く
、
本

市
か
ら
バ
ス
事
業
者
で
あ
る
西
鉄
㈱
に
対
し
て
上
屋
整
備

の
要
望
を
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、
西
鉄
㈱
と
し
て
は
厳
し

い
経
営
環
境
の
中
、
上
屋
の
整
備
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
平
成
一
五
年
一
月
三
一
日

付
国
土
交
通
省
よ
り
、
従
来
、
道
路
交
通
の
安
全
を
阻
害

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
バ
ス

停
上
屋
の
添
加
広
告
に
つ
い
て
、
一
般
市
民
で
あ
る
バ
ス

利
用
者
の
利
便
性
向
上
、
高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者
等
の

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
観
点
か
ら

上
屋
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
広
告
料
収
入
を
バ
ス
停
上

屋
の
整
備
及
び
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
に
充
当
す
る
枠

組
み
の
下
、
広
告
板
と
バ
ス
停
上
屋
を
新
規
か
つ
一
体
的

整
備
す
る
形
態
の
も
の
を
一
定
の
要
件
の
下
で
道
路
占
用

を
認
め
て
い
く
旨
の
通
知
が
な
さ
れ
ま
し
た
。



　　　　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

を
こ
ぎを
/

　　
　　
　
　

　　　
　

　　
　

　　　　
　　　

　

膨
れ

図

璽
%

デザインイメージ図 標準モデル(車道側)

本
市
の
お
け
る
M
C
ド
ゥ
コ
ー
社
の
事
業
提
案
は
西
鉄

の
結
果
、
平
成
一
八
年
に
に
福
岡
市

㈱
に
と
っ
て
も
上
屋
の
設
置
か
ら
維
持
管
理
ま
で
を
ケ
ア

の
都
市
景
観
、
市
民
の
利
便
性

･
決

し
て
く
れ
る
願
っ
て
も
な
い
事
業
で
、
ま
た
、
本
市
に
と

適
性
の
向
上
を
目
的
に

｢福
岡
モ
デ

っ
て
も
多
数
の
市
民
が
利
用
す
る
バ
ス
の
利
便
性
･
快
適

ル
｣
の
広
告
付
バ
ス
停
上
屋
が
計
画

性
が
向
上
す
る
こ
と
は
大
い
に
歓
迎
す
べ
き
内
容
で
し

さ
れ
ま
し
た
。

た
。

｢冨
岡
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デ
ル
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熱
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三
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M
C
ド
ゥ
コ
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福
岡
市
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な
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協
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内
地
図
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利
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図 1 広告付バス停上屋 ｢福岡モデル｣

ダブルモデル (車道側)

第

天暮目録繭蓬組ー樹キー
中離NBAMK

写真 1 周辺案内地図 (左)と屋根部分行き先表示 (右)



用
者
の
み
な
ら
ず
観
光
客
に
も
行
き
先
が
わ
か
る
よ
う
、

市
が
デ
ー
タ
を
作
成
、
提
供
し
、
M
C
ド
ゥ
コ
ー
社
が
定

期
的
に
更
新

(張
り
替
え
)
す
る
と
い
う
、
他
都
市
の
広

告
付
バ
ス
停
上
屋
に
な
い
新
し
い
取
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。四

詞
特
に
よ
る
利
用
者
･
市
民
の
評
価

試
行
し
た
広
告
付
バ
ス
停
上
屋
は
、
既
存
上
屋
の
建
て
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写真2 試行設置の広告付バス停上屋

所議
　　

　　
　
　　

さ
ん

替
え
で
平
成
一
八
年
一
一
月
か
ら
福
岡
市
の
中
心
部
天
神

の
三
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た

(写
真
2
)。
設
置
三
カ

月
目
の
平
成

一
九
年
二
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
対
象
は
バ
ス
利
用
者
、
市
民
、
観
光
客
、
バ
ス
運
転

手
か
ら
直
接
聴
取
す
る
形
を
と
り
ま
し
た
。
調
査
結
果

(図
2
)
は

｢今
後
導
入
し
た
方
が
よ
い
｣
が
七
五
%
を

占
め
る
な
ど
、
｢夜
間
の
バ
ス
待
ち
客
の
利
便
が
向
上
し

た
｣
や

｢照
明
に
よ
り
周
囲
の
安
全
性
が
向
上
し
、
自
転

車
等
の
通
行
に
よ
る
衝
突
事
故
等
の
危
険
度
も
緩
和
さ
れ

る
｣
な
ど
、
市
民
か
ら
の
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

置

広
告
侍
バ
ス
停
上
屋
整
備
へ
の
本
甫
の
対
応

整
備
計
画
で
は
平
成
一
九
年
度
か
ら
四
年
間
で
三
五
〇

ヵ
所
の
広
告
付
バ
ス
停
上
屋
が
整
備
さ
れ
、
う
ち
、
既
存

の
上
屋
の
建
て
替
え
が
一
七
五
ヵ
所
、
新
設
が
一
七
五
ヵ

所
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
後
、
年
間
約
一
〇
〇
件
の

審
査
事
務
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
道
路
占
用
の
許

可
に
つ
い
て
は
、
年
間
計
画
分
を
行
政
区
ご
と
に
一
括
申

請
に
よ
り
手
続
き
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
築
審
査
会
に
お
い
て
は
、
個
別
審
査
は
時
間

を
要
す
こ
と
か
ら
、
広
告
付
バ
ス
停
上
屋
の
申
請
を
一
括

し
て
審
査

･
承
認
で
き
る
よ
う
包
括
審
査
に
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
審
査
に
お
い
て
は
、
会
議
に
よ
ら
ず
審

査
委
員
へ
個
別
に
審
査
を
依
頼
し
対
応
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

'〆& 玉露
&瓦ぶ
ききざ
ノグ



穴

広
告
付
バ
ス
停
豊
麗
整
備
の
課
題

このバス停を今後本格的に導入していくこ

とについては、 どう思われますか。

フし

い

い

′<
、

よ

な

い

か

え

う

い

て

。

ほ

も

し

か

た

と

入
ず

7

と

L
Y

トリ

　
　

　
　

福
岡
市
は
歩
道
の
幅
員
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
道

路
が
少
な
く
、
決
し
て
道
路
事
情
が
良
い
と
言
え
る
状
況

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
広
告
付
バ
ス
停
上
屋
は
歩
行

者
や
バ
ス
利
用
者
の
安
全
性
を
十
分
考
慮
し
た
上
で
の
対

応
が
必
要
で
す
。

今
後
は
歩
道
幅
員
の
狭
い
場
所
で
、
福
岡
の
道
路
事
情

に
あ
っ
た
省
ス
ペ
ー
ス
タ
イ
プ
の
上
屋
の
整
備
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
岡
市
で
は
天
神
地
区
、
百
道
浜
地
区
を
屋
外

広
告
の
規
制
区
域

(景
観
形
成
地
区
)
と
し
て
お
り
、
広

告
付
バ
ス
停
上
屋
が
設
置
で
き
な
い
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

広
告
付
バ
ス
停
上
屋
の
整
備
は
い
く
つ
か
の
課
題
も
残

し
な
が
ら
本
格
展
開
と
な
り
ま
す
が
、
道
路
占
用
許
可
基

準
等
を
遵
守
し
、
交
通
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
バ
ス
利

用
者
の
利
便
性
･
快
適
性
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

このバス停が設置されたことによって、 通

行への影響を感じたことはありますか。

つ

、

よ

ま

概

に

り

ら

と

あ

い

る

が

こ

は

な

あ

わ

圏

□

■

鬮

□

圏 導入しないほうがょい
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利
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回
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不

無

なくても

い

る

か

な

あ

わ ない

鬮

口

園

鬮
□
圓
□

このバス停で危険を感じたことはあります
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%　

図 2 バス停上屋広告 アンケート集計(抜粋)
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周辺案内地図が設置されていますが、便利
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で
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0
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〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
三
年
一
月
一
六
日

浦
和
地
裁
越
谷
支
部

(請
求
認
容
)

〔二
審
判
決
〕

平
成
一
三
年
一
〇
月
三
〇
日

東
京
高
裁
(請
求
棄
却
)

〔上
告
審
判
決
〕

平
成
一
八
年
二
月
二
一
日

最
高
裁
第
三
小
法
廷

(原
判
決
破
棄

(東
京
高
等
裁
判
所
に
差
し
戻
し
)

は
じ
め
に

本
件
は
、
道
路
を
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
た
め
に
管

理
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
が
当
該
道
路
を
構
成
す
る
敷

地
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す
る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
最
高
裁
が
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

｢占
有
権
｣
と
は
、
自
己
の
た
め
に
す
る
意
思
を
も
っ

て
物
を
所
持
す
る
こ
と

(占
有
)
に
よ
っ
て
取
得
す
る
一

種
の
物
件
で
あ
る

(民
法
第
百
八
十
条
)
。
占
有
権
は

様
々
な
効
力
を
有
す
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
占
有
物

に
対
す
る
妨
害
の
排
除
･
予
防
等
を
請
求
す
る
権
利

(占

有
訴
権
)
が
認
め
ら
れ
て
い
る

(同
法
第
百
九
十
七
条
~

二
百
二
条
)。

道
路
法
に
お
い
て
は
、
道
路
に
関
し
交
通
に
支
障
を
及

ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り

(第
四

十
三
条
第
二
号
)、
こ
れ
に
違
反
し
て
い
る
者
に
対
し
て

は
当
該
行
為
の
中
止
等
を
命
ず
る

(第
七
十
一
条

"監
督

処
分
)
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
本
手
段
に
よ
る
た
め
に

は
、
実
際
に
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
が
発

生
し
、
継
続
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
交
通

に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
が
短
時
間
で
繰
り
返
し

行
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
上
記
手
段
で
は
限

界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
妨
害
の
予
防
を
請
求

す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
が
考
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
件
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、
道
路
を

一
般
交
通
の

用
に
供
す
る
た
め
に
管
理
し
て
お
り
、
そ
の
管
理
の
内

容
、
態
様
に
よ
れ
ば
、
社
会
通
念
上
、
当
該
道
路
が
道

路
管
理
者
の
事
実
的
支
配
に
属
す
る
も
の
と
い
う
べ
き

客
観
的
関
係
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該

地
方
公
共
団
体
は
、
道
路
法
上
の
道
路
管
理
権
を
有
す

る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
道
路
を
構
成
す
る
敷

地
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す
る
、
と
判
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
前
述
し
た
背
景
か
ら
意
義
を
有
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

以
下
、
判
決
を
紹
介
す
る
。

1

事
案
の
概
要

本
件
は
、
上
告
人

(越
谷
市
)
が
、
道
路
法
所
定
の

道
蹄
を
一
嬢
焚
週
の
周
に
供
す
る
た
め
に
管
理
し
て
い
る

地
方
公
共
団
体
が
当
該
道
路
を
構
戚
す
る
贓
地
に
つ
い
て

占
有
権
を
有
す
る
と
さ
れ
た
事
例

ー
埼
玉
県
越
谷
市

占
有
権
に
基
づ
く
妨
害
予
防
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直
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道
路
管
理
者

(以
下

｢道
路
管
理
者
｣
と
い
う
。
)
と
し

し
、
そ
の
供
用
を
開
始
し
た
。

て
、
原
判
決
別
紙
物
件
目
録
記
載
の
土
地
全
体

(以
下

そ
の
後
、
旧
憤
各
法

昭

｢本
件
道
路
敷
｣
と
い
う
。)
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
道
路

(以
下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)
を
現
に
管
理
し
て
い
る

か
ら
、本
件
道
路
敷
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す
る
と
こ
ろ
、

被
上
告
人

(Y
)
ら
が
上
告
人
の
占
有
を
妨
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
し
て
、
被
上
告
入
ら
に
対
し
、
本
件
道
路
敷

に
つ
い
て
、
民
法
百
九
十
九
条
に
基
づ
き
、
占
有
の
妨
害

の
予
防
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

2

事
実
関
係
の
概
要

上
告
人
の
主
張
す
る
事
実
関
係
の
概
要
等
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
本
件
道
路
の
現
況
は
、
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
の
北

越
谷
駅
東
口
か
ら
県
道
大
野
島
越
谷
線
に
通
じ
る
幅

員
七
･
二
0
m
、
延
長
四
七
･
八
O
m
の
越
谷
市
道

で
あ
り
、
同
駅
前
を
発
着
場
所
と
す
る
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
や
電
車
の
乗
降
客
等
が
往
来
す
る
終
日
交
通
量

の
多
い
道
路
で
あ
る
o

原
判
決
別
紙
物
件
目
録
1
及
び
2
記
載
の
土
地

(以
下

｢本
件
各
土
地
｣
と
い
う
。)
は
、
本
件
道
路

敷
の
一
部
で
あ
る
。

②
国
は
、
明
治
三
三
年
初
め
こ
ろ
、
前
所
有
者
で
あ

る
A
か
ら
本
件
各
土
地
の
寄
附
を
受
け
て
そ
の
所
有

権
を
取
得
し
、
そ
の
こ
ろ
、
本
件
各
土
地
を
含
む
本

件
道
路
敷
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
本
件
道
路
を
開
設

そ
の
後
、
旧
道
路
法

(昭
和
二
七
年
法
律
第
百
八

十
一
号
に
よ
る
廃
止
前
の
も
の
)
の
下
に
お
い
て
は
、

埼
玉
県
知
事
が
国
の
機
関
と
し
て
本
件
道
路
を
県
道

と
し
て
管
理
し
、
道
路
法
が
昭
和
二
七
年
一
二
月
五

日
に
施
行
さ
れ
た
後
、
昭
和
四
二
年
二
月
ま
で
は
、

埼
玉
県
が
、
国
か
ら
本
件
道
路
敷
の
無
償
貸
付
け
を

受
け
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
本
件
道
路
を
県
道
と

し
て
管
理
し
て
き
た
が
、
同
年
三
月
以
降
は
、
上
告

人
が
、国
か
ら
本
件
道
路
敷
の
無
償
貸
付
け
を
受
け
、

道
路
管
理
者
と
し
て
、
本
件
道
路
を
市
道
と
し
て
管

理
し
て
い
る
。

③
上
告
人
は
、
昭
和
四
二
年
三
月
以
降
、
道
路
管
理

者
と
し
て
、
本
件
道
路
を
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る

た
め
、
本
件
道
路
に
つ
い
て
、

②

道
路
法
二
十
八
条
に
基
づ
き
、
道
路
台
帳
の
調

製
及
び
保
管
を
行
い
、

③

同
法
四
十
二
条
に
基
づ
き
、
昭
和
四
五
年
に
は

道
路
舗
装
補
修
工
事
を
、
昭
和
五
一
年
に
は
道
路

補
修
工
事
を
、
昭
和
六
三
年
に
は
道
路
舗
装
工
事

を
行
う
な
ど
、
本
件
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に

保
つ
た
め
に
必
要
な
維
持
、
修
繕
を
行
い
、

④

同
法
第
三
章
第
三
節
に
基
づ
き
、
電
線
、
電
話

線
、
水
道
管
等
の
架
設
、
埋
設
工
事
の
た
め
本
件

道
路
を
継
続
し
て
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

は
、
道
路
の
古
用
の
許
可
を
与
え
、

⑤

同
法
七
十
一
条
に
基
づ
き
、
被
上
告
入
ら
が
本

件
道
路
に
つ
い
て
後
記
◎
の
交
通
妨
害
行
為
を
行

う
都
度
、
監
督
処
分
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
な

お
原
状
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に

は
、
行
政
代
執
行
法
に
基
づ
く
代
執
行
を
す
る
な

ど
、
本
件
道
路
の
管
理
、
占
有
を
し
て
い
る
。

⑥
国
は
、
本
件
各
土
地
の
寄
附
を
受
け
た
後
も
、
所

有
権
移
転
登
記
手
続
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
本

件
各
土
地
の
登
記
名
義
は
A
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
、
平
成
四
年
一
〇
月
一
日
、
被
上
告
人
Y
1
は
原

判
決
別
紙
物
件
目
録
1
記
載
の
土
地
に
つ
い
て
、
同

Y
2
は
同
目
録
2
記
載
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
同
日
売
買
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
を
受

け
た
。

そ
の
後
、
被
上
告
入
ら
は
、
同
月
一
五
日
こ
ろ
か

ら
、
本
件
各
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
旨
主
張
し
て
、

上
告
人
に
対
し
、
本
件
各
土
地
を
時
価
で
買
い
取
る

か
、
そ
の
代
替
地
を
提
供
す
る
よ
う
執
よ
う
に
要
求

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
上
告
人
が
、

本
件
各
土
地
は
国
の
所
有
で
あ
り
、
被
上
告
入
ら
の

要
求
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を

拒
否
し
た
と
こ
ろ
、
被
上
告
入
ら
は
、
上
告
人
が
何

ら
の
権
原
も
な
く
被
上
告
入
ら
の
所
有
す
る
本
件
各

土
地
を
使
用
し
て
い
る
な
ど
と
主
張
し
て
、
平
成
五

年
一
〇
月
二
一
日
こ
ろ
か
ら
平
成
九
年
九
月
七
日
ま

で
の
間
、
断
続
的
に
、
本
件
道
路
の
交
通
を
妨
害
し
、



あ
る
い
は
、
今
に
も
本
件
道
路
の
交
通
を
妨
害
す
る

か
の
よ
う
な
態
度
を
示
し
た
。
被
上
告
入
ら
は
、
今

後
も
、
本
件
道
路
の
交
通
を
妨
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
。

3

被
上
告
入
ら
は
、
国
が
本
件
各
土
地
の
所
有
権
を
取

得
し
て
適
法
に
本
件
道
路
の
供
用
を
開
始
し
た
こ
と

や
、
上
告
人
が
本
件
道
路
敷
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す

る
こ
と
を
否
認
す
る
な
ど
し
て
争
っ
て
い
る
。

4

原
審
は
、
次
の
と
お
り
判
断
し
て
、
上
告
人
の
請
求

を
棄
却
し
た
。

道
路
管
理
権
は
、
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、
民
法
そ

の
他
の
私
法
上
の
権
限
と
は
全
く
無
関
係
に
、
道
路
法

に
よ
っ
て
独
自
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内

容
及
び
範
囲
は
、
同
法
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
限
定
さ
れ

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路
管
理
権
は
、
あ

く
ま
で
道
路
を
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
た
め
に
行
使

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
、

当
然
に
、
民
法
百
八
十
条
に
い
う

｢自
己
の
た
め
に
す

る
意
思
を
も
っ
て
物
を
所
持
す
る
こ
と
｣
に
当
た
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
道
路
管
理
者
が
、
自
己
の
管
理
す

る
道
路
の
敷
地
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す
る
と
主
張
す

る
場
合
に
は
、
単
に
道
路
管
理
権
を
行
使
し
て
当
該
道

路
を
現
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
、
立
証
す
る
だ

け
で
は
足
り
ず
、
道
路
管
理
権
と
は
別
個
に
、
占
有
権

法
上
の
道
路
管
理
権
を
有
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

k

の
取
得
原
因
事
実
を
主
張
、
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
本
件
道
路
敷
に
つ
い
て
占
有
権
を
有

す
る
根
拠
と
し
て
、
道
路
管
理
者
と
し
て
本
件
道
路
に

つ
い
て
道
路
管
理
権
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
の
み
を
主

張
す
る
上
告
人
の
主
張
は
、
そ
れ
自
体
失
当
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
判

断
す
る
ま
で
も
な
く
、上
告
人
の
請
求
は
理
由
が
な
い
。

5

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記
判
断
は
是
認
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
占
有
権
の
取
得
原
因
事
実
は
、
自
己
の
た
め
に
す

る
意
思
を
も
っ
て
物
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
る
と
こ

ろ

(民
法
百
八
十
条
)、
こ
こ
で
い
う
所
持
と
は
、

社
会
通
念
上
、
そ
の
物
が
そ
の
人
の
事
実
的
支
配
に

属
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
客
観
的
関
係
に
あ
る
こ
と

を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る

(大
審
院
昭
和

一
五
年

(オ
)
第
一
号
同
年

一
〇
月
二
四
日
判
決
･
法
律
新

聞
4
6
3
7
号
一
〇
頁
参
照
)。

そ
う
す
る
と
、
地
方
公
共
団
体
が
、
道
路
を
一
般

交
通
の
用
に
供
す
る
た
め
に
管
理
し
て
お
り
、
そ
の

管
理
の
内
容
、
態
様
に
よ
れ
ば
、
社
会
通
念
上
、
当

該
道
路
が
当
該
地
方
公
共
団
体
の
事
実
的
支
配
に
属

す
る
も
の
と
い
う
べ
き
客
観
的
関
係
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
は
、
道
路

ず
、
自
己
の
た
め
に
す
る
意
思
を
も
っ
て
当
該
道
路

を
所
持
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
当

該
道
路
を
構
成
す
る
敷
地
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
上
告
人
が
、
本

件
道
路
を
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
た
め
に
、
そ
の

主
張
す
る
と
お
り
の
内
容
、
態
様
で
本
件
道
路
を
管

理
し
て
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
上
告

人
は
、
本
件
道
路
敷
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
上
告
人
の
本
件
道
路
敷
に
つ
い
て

の
占
有
権
の
取
得
原
因
事
実
の
主
張
は
そ
れ
自
体
失

当
で
あ
る
と
し
て
、
上
告
人
の
主
張
す
る
事
実
関
係

に
つ
い
て
何
ら
審
理
す
る
こ
と
な
く
、
上
告
人
の
請

求
を
棄
却
し
た
原
審
の
判
断
に
は
、
判
決
の
結
論
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ

る
。
論
旨
は
、
以
上
と
同
旨
を
い
う
も
の
と
し
て
、

理
由
が
あ
る
。

6

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
原
判
決
を
破
棄
し
、

更
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、
本
件
を
原
審
に
差
し

戻
す
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
主
文
の
と

お
り
判
決
す
る
。



へ参
考
条
文
〉

○
民
法

(明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
)

(占
有
権
の
取
得
)

第
百
八
十
条

占
有
権
は
、
自
己
の
た
め
に
す
る
意
思

を
も
っ
て
物
を
所
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
得
す
る
。

(占
有
保
全
の
訴
え
)

第
百
九
十
九
条

占
有
者
が
そ
の
占
有
を
妨
害
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
占
有
保
全
の
訴
え
に
よ
り
、
そ

の
妨
害
の
予
防
又
は
損
害
賠
償
の
担
保
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)

(道
路
に
関
す
る
禁
止
行
為
)

第
四
十
三
条

何
人
も
道
路
に
関
し
、
左
に
掲
げ
る
行
為

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

み
だ
り
に
道
路
を
損
傷
し
、又
は
汚
損
す
る
こ
と
。

二

み
だ
り
に
道
路
に
土
石
、
竹
木
等
の
物
件
を
た
い

積
し
、
そ
の
他
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及

ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

(道
路
管
理
者
等
の
監
督
処
分
)

第
七
十
一
条

道
路
管
理
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律

に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
っ
て
与
え
た
許
可
若
し
く

は
承
認
を
取
り
消
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
若
し
く

は
そ
の
条
件
を
変
更
し
、
又
は
行
為
若
し
く
は
工
事
の

中
止
、
道
路

(連
結
許
可
等
に
係
る
自
動
車
専
用
道
路

と
連
結
す
る
施
設
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。)
に
存
す
る
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
の
改
築
、
移

転
、
除
却
若
し
く
は
当
該
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
に
よ

り
生
ず
べ
き
損
害
を
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
を

す
る
こ
と
若
し
く
は
道
路
を
原
状
に
回
復
す
る
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

…

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規

定
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
て
い

る
者

二
･
三

(略
)

2

(以
下
略
)
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み
や
ぎ
の
道

~
高
速
交
通
網
の
整
備
が
進
む
黄
金
海
道
5

◆
宮
城
県
の
概
要

宮
城
県
は
東
北
地
方
の
南
部
に
位

置
し
、
東
に
太
平
洋
、
西
部
一
帯
に

奥
羽
山
脈
、
北
東
部
に
北
上
山
地
、

南
部
に
阿
武
隈
高
地
、
そ
し
て
こ
れ

ら
の
間
に
、
北
上
･
鳴
瀬
･
名
取
･

阿
武
隈
の
各
河
川
が
潤
す
豊
か
な
仙

台
平
野
が
広
が
り
、
牡
鹿
半
島
以
北

に
は
リ
ア
ス
式
海
岸
、
南
部
に
は
長

い
砂
浜
が
続
く
な
ど
、
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
県
土
で
す
。

気
候
的
に
も
、
夏
の
暑
さ
は
さ
ほ

ど
厳
し
く
な
く
お
だ
や
か
で
、
冬
も

東
北
地
方
と
し
て
は
比
較
的
温
暖
で

降
雪
も
少
な
い
な
ど
、
住
み
良
い
エ

リ
ア
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
宮

城
県
に
は
特
色
あ
る
観
光
地
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

｢県
北
エ
リ
ア

(宮
城

ろ
ま
ん
街
道
)
｣
、
｢仙

台

･
松
島

エ
リ
ア
｣
、

｢県
南
エ
リ
ア

(お
と
ぎ

街
道
)｣
そ
し
て

｢南
三

陣
エ
リ
ア
(黄
金
海
道
)｣

の
四
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が

魅
力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
有
し
て
お
り
、
み

や
ぎ
の

｢
自
然
｣
と

｢食
｣
を
満
喫
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

今
回
は
、
魅
力
あ
ふ

れ
る
み
や
ぎ
の
中
で
も

リ
ア
ス
式
海
岸
の
続
く

黄
金
海
道
を
支
え
る
み

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す

(図
1
、
写
真
1
)。

宮
城
県
塞
泉
事
務
所

尾
形

昭
範

　　 　　 　
　　　　　　　　　 　　　　 　
　　　　　

　
　　　

黄金海道

　　　　　　　
宮城うまん街道 ＼ ＼ ･ ＼

　
　
　　
　

　
　

　
　

＼
＼
＼
＼
、
＼汝

＼

し

ぶ

き
、

　

　
　
　

　

~

"
“

轟

図 I 宮城県観光図

◆
黄
金
海
道
の
み
ち
づ
く
り

南
三
陸
地
域
の
幹
線
道
路
は
、
仙

台
市
を
起
点
と
し
青
森
県
十
和
田
市

に
至
る
一
般
国
道
四
五
号
が
南
北
に

走
り
、
そ
の
国
道
四
五
号

(石
巻
市
)

を
起
点
と
し
、
リ
ア
ス
式
海
岸
で
有

名
な
南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
内
を

縦
走
し
秋
田
県
由
利
本
荘
市
へ
と
続

く
一
般
国
道
三
九
八
号
、
同
じ
く
国

道
四
五
号

(石
巻
市
)
を
起
点
と
し
、

大
崎
市
(旧
古
川
市
か
ら
旧
鳴
子
町
、

鬼
首
地
区
)
を
経
て
、
秋
田
県
由
利

本
荘
市
へ
と
続
く
一
般
国
道
一
〇
八

号
が
あ
り
ま
す
。

国
道
四
五
号
は
南
三
陸
地
域
に
あ

っ
て
は
沿
岸
部
の
各
市
町
を
結
ぶ
重 写真 1 リアス式海岸

　　
=ソ

おとぎ街道

西から東から



　　　　　　　 　 　

計画鞘顔
　　　　　　
　　　　
〔認れ中)

稲寮費唯バス(野餓

斡嫌蓮総
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氾

ミ

鱗
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衰

関

山

仙台東lぬ

　
　
灘
~
轉
鬮

県内における高規格道路網図　　図

7　

要
な
路
線
と
な
っ
て
お
り
･
気
仙
沼

て
も
欠
く
こ
と
が
出
来
な
ぃ
道
路
と

て
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
三
陸
縦
貫

車
道
は
、
仙
台
市
価
台
東
部
道
路
)

微

市
へ
の
最
短
路
線
と
な
っ
て
い
る

な
っ
て
い
ま
す

(図
2
)
。

自
動
車
道
が
国
土
交
通
省
に
よ
り
整

を
起
点
と
し
、
石
巻
市
、
気
仙
沼
市
、

浦

他
、
仙
台
や
松
島
へ
の
連
絡
路
と
し

こ
の
国
道
四
五
号
と
ほ
ぼ
並
行
し

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
陸
縦
貫
自
動

岩
手
県
釜
石
市
を
経
て
岩
手
県
宮
古

“

嚢蝋轉



巍
誘
導
認き

　
　
　　
　

絆
な

　
　
　

市
に
至
る
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

県
内
の
区
間
は
仙
塩
道
路

(L
=

七

･
八
蹴
)
、
仙
台
松
島
道
路

(L
=

一
八
･
三
m
)
が
既
に
供
用

さ
れ
て
お
り
、
矢
本
石
巻
道
路

(L
=
二
六
･
五
如
)
の
最
終
区
間

河
北
I
C
~
桃
生
豊
里
I
C
間
と
、

桃
生
登
米
道
路
(L
=
一
三
･
八
節
)

の
う
ち
、
桃
生
豊
里
I
C
~
桃
生
津

山
I
C
間

(L
=
四
･
二
踊
)
も
先

月
六
月
九
日
に
開
通
し
て
い
ま
す
。

写真2 整備が進む三陸縦貫自動車道

　
　

　
　
　
　　　　

　
　

　

滲
ん*ミへ

"

　　　　

ま
た
、
事
業
中
区
間
の
桃
生
登
米
道

路
は
平
成
二
〇
年
度
、
そ
し
て
登
米

志
津
川
道
路

(L
=
一
六
･
一
如
)

の
う
ち
、
(仮
)
登
米
I
C
~

(仮
)

登
米
市
米
谷
I
C
間

(L
=
五
･
0

如
)
は
平
成
二
一
年
度
の
供
用
を
目

指
し
て
お
り
、
北
へ
延
び
る
高
速
道

路
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
捗
し
て
い
ま
す

(写
真
2
･
3
)。

現
在
、
志
津
川
ま
で
が
事
業
区
間

と
な
っ
て
い
る
他
、
本
吉
気
仙
沼
道

写真 3 三陸縦貫自動車道開通式 (河北I C ~桃生津山 I C )C

路
も
事
業
着
手
さ
れ
て
お
り
、

山

こ
れ
ら
の
区
間
が
供
用
さ
れ
れ

国
道
四
五
号
の
、
よ
り
沿
岸
部
を

多

走
る
一
般
国
道
三
九
八
号
は
、
沿
岸

7　

部
に
位
置
す
る
町
に
と
っ
て
は
地
形

知

的
制
約
か
ら
、
唯
一
鑑
三

の
他
市
町

セ一丁

へ
の
連
絡
道
路
で
あ
り
ま
す
。
し
か

靴

ば
、
仙
台
市
か
ら
気
仙
沼
市
ま

で
が
約
一
四
六
分
で
結
ば
れ
る

こ
と
と
な
り
、
観
光
振
興
の
み

な
ら
ず
物
産
や
人
の
交
流
が
図

ら
れ
、
県
内
で
も
最
後
ま
で
取

り
残
さ
れ
て
い
た
沿
岸
部
、
特

に
気
仙
沼
地
方
の
地
域
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
方
に
お
け
る

ー

高
規
格
道
路
の
整

備
は
地
域
住
民
の

悲
願
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
都
市
部
に

お
け
る
道
路
網
の
整
備

に
よ
り
取
り
残
さ
れ
て

き
た
地
域
に
と
り
ま
し

て
は
、
高
速
道
路
網
の

整
備
は
待
ち
に
待
っ
て

い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

道
路
整
備
に
必
要
な
財

源
を
確
保
し
、
地
方
の

道
路
網
の
充
実
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

し
、
リ
ア
ス
式
海
岸
沿
い
の
ル
ー
ト

の
た
め
、
見
通
し
の
悪
い
区
間
や
急

カ
ー
ブ
、
急
勾
配
が
連
続
し
て
い
る

の
が
現
状
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
事

業
中
で
あ
っ
た
水
浜
工
区

(L
=

ミリ滋
診

　

　
　

　

　

　

　
　

　

写真4 整備が進む石巻バイパス



四
･
六
蝿
･
旧
道
延
長
L
=
六
･
二

七
五
蝋
)
が
今
年
七
月
二
五
日
に
全

線
供
用
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、
沿

岸
部
の
地
域
間
連
携
、
物
流
の
活
性

化
、
そ
し
て
観
光
に
と
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

ま
た
、
国
道
三
九
八
号
に
つ
い
て

は
、
国
道
四
五
号
を
起
点
と
し
、
石

巻
市
と
女
川
町
の
市
町
境
を
東
西
に

結
ぶ
石
巻
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
が

着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
石
巻
の

旧
市
街
地
を
走
る
現
道
は
慢
性
的
な

渋
滞
が
発
生
し
て
お
り
、
幹
線
道
路

で
あ
る
国
道
四
五
号
か
ら
の
時
間
的

短
縮
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
沿
岸
部

の
各
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
に
な

り
、
産
業
の
活
性
化
に
も
拍
車
が
か

か
る
も
の
と
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り

ま
す

(写
真
4
)。

話
は
ち
ょ
っ
と
変
わ
り
ま
す
が
、

平
成
一
五
年
七
月
二
六
日
に
発
生
し

た

｢宮
城
県
北
部
連
続
地
震
｣
に
よ

り
甚
大
な
被
災
を
受
け
た
一
級
河
川

鳴
瀬
川
及
び
吉
田
川
を
渡
河
す
る

｢小
野
橋
｣
は
、
災
害
関
連
事
業
に

よ
っ
て
新
た
な
橋
梁
と
し
て
架
け
換

え
を
行
い
、
今
年
三
月
二
八
日
に

｢東
松
島
大
橋
｣
と
し
て
開
通
式
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の

間
、
こ
の
地
区
に
お
け
る
鳴
瀬
川
と

吉
田
川
を
渡
河
す
る
橋
梁
は
国
道
四

五
号
の

｢鳴
瀬
大
橋
｣
の
み
で
あ
り

ま
し
て
、
住
民
の
方
々
に
は
大
変
ご

不
便
を
お
か
げ
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
無
事
に
開
通
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
は
、
地
域
の
新
た
な
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
地
域
住
民
の
方
々
に
愛

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す

(写
真
5
)。

◆
黄
金
海
道
は新
鮮
な
海
産
物
の
宝
庫

南
三
陸
の
リ
ア
ス
式
海
岸
、
金
華

山
沖
の
世
界
三
大
漁
場
の
一
つ
を
持

ち
、
ブ
ナ
の
原
生
林
が
栄
養
た
っ
ぷ

り
の
水
を
海
に
注
ぎ
、
健
康
な
海
の

幸
を
育
て
て
い
る
黄
金
海
道
に
は
、

様
々
な
海
産
物
が
あ
り
ま
す
。

塩
竃
~
石
巻
~
気
仙
沼
は

｢み
や

ぎ
寿
司
海
道
｣
と
も
言
わ
れ
、
旬
の

魚
介
と

｢サ
サ
ニ
シ
キ
｣
や

｢ひ
と

め
ぼ
れ
｣
に
代
表
さ
れ
る
宮
城
の
米

の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
最
高
の
味
で
す
。

き
れ
い
な
水
と
豊
富
な
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
育
て
る
宮
城
の
｢
カ
キ
｣
は
、

甘
く
て
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
で
す
。

酢
ガ
キ
で
、
炭
火
焼
き
で
、
カ
キ

フ
ラ
イ
で
、
フ
ル
コ
ー
ス
で
多
彩
に

味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

牡
鹿
半
島
の
突
端
、
鮎
川
港
は
藩

政
時
代
か
ら
捕
鯨
基
地
で
し
た
。
今

で
は
調
査
捕
鯨
で
と
れ
る
ミ
ン
ク
ク

ジ
ラ
だ
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ

鮎
用
で
は

｢ク
ジ
ラ
｣
を
刺
身
で
も

味
わ
え
ま
す
。
甘
さ
･
柔
ら
か
さ
を

ご
賞
味
下
さ
い
。

写真 5 今年 3月に開通した東松島大橋



淺
~

ふ
も　

サ
メ
の
水
揚
げ
日
本
一
の
気
仙
沼

港
。
冬
の
雨
も
雪
も
少
な
い
と
い
う

強
い
味
方
を
得
て
、
サ
メ
の
ヒ
レ
が

冷
た
く
乾
い
た
風
に
じ
っ
く
り
と
さ

ら
さ
れ
、
太
陽
の
恵
み
を
一
杯
に
受

け
て
日
本

一
の

｢
フ
カ
ヒ
レ
｣
に
な

り
ま
す
。
フ
カ
ヒ
レ
姿
寿
司
、
フ
カ

ヒ
レ
姿
煮
、
フ
カ
ヒ
レ
ス
ー
プ
な
ど

フ
カ
ヒ
レ
料
理
の
数
々
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
!

牡
鹿
半
島
以
北
の
き
れ
い
な
海
だ

け
に
棲
息
す
る

｢ホ
ヤ
｣
は
、
宮
城

が
生
産
日
本
一
。
と
れ
た
て
の
ホ
ヤ

は
、
甘
く
て
、
瑞
々
し
く
て
、
本
当

写真6 黄金海道で獲れた新鮮な海産物

に

｢海
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
｣
で
す
。

地
元
で
食
べ
て
み
れ
ば
、
絶
対

｢な

る
ほ
ど
-
こ
と
納
得
で
き
る
は
ず
で

す

(写
真
6
)。

｢サ
ン
マ
｣
の
本
州
一
の
水
揚
げ

港
で
あ
る
女
川
を
は
じ
め
、
近
海
も

の
が
揚
が
る
宮
城
で
は
、
刺
身

･
タ

タ
キ
は
も
ち
ろ
ん
、
握
り
で
も
う
ま

し
!

ト
ロ
リ
と
脂
が
の
っ
た
サ
ン

マ
は
最
高
で
す
。

秋
に
卵
を
抱
い
て
戻
っ
て
く
る
サ

ケ
。
そ
の
サ
ケ
の
卵
を

｢
は
ら
こ
｣

と
呼
び
、
し
ょ
う
ゆ
に
漬
け
込
ん
だ

は
ら
こ
と
サ
ケ
の
切
り
身
を
ご
は
ん

に
ド
サ
ッ
と
盛

っ
た
も
の
が

一
0
-

三

月
の
宮
城
を
代
表
す
る
食

｢は

ら
こ
め
し
｣
。

｢金
華
｣
ブ
ラ
ン
ド
で
出
し
て
い

る

｢カ
ツ
オ
｣
や

｢サ
バ
｣
は
金
華

山
沖
で
獲
れ
た
も
の
だ
け
!

気
仙
沼
の

｢戻
り
ガ
ツ
オ
｣
は
脂

が
た
っ
ぷ
り
-
･

そ
の
お
い
し
さ
は

絶
品
で
す
。

吉
澤
川
湾
で
獲
れ
る
｢タ
コ
｣
は

者
心

津
川
ダ
コ
“
で
名
高
く
、
タ
コ
飯
は

美
し
い
ピ
ン
ク
色
に
輝
き
ま
す
。

冬
の
絶
品

｢
ア
ワ
ビ
｣
は
身
が
し

ま
っ
て
お
り
、
踊
り
食
い
で
食
べ
る

贅
沢
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
、
南
三
陸
黄

金
海
道
へ
お
い
で
に
な
り
、
新
鮮
な

海
の
幸
を
ご
賞
味
下
さ
い
。



吃れ鬱鰺鬘臟

藤
島
の
都
市
高
速
道
路
に
つ
い
て

◆
は
じ
め
に

広
島
県
広
島
市
は
、
瀬
戸
内
海
に

面
し
、
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
四

季
の
表
情
豊
か
な
都
市
で
す
。
人
口

は
約
三

五
万
人
、
市
域
面
積
は
約

九
〇
〇
霜
で
す
。

そ
も
そ
も

『広
島
』
と
い
う
名
前

は
、
安
土
桃
山
時
代
の
一
五
八
九
年

(天
正
一
七
年
)
、
毛
利
輝
元

(｢三

本
の
矢
｣
で
有
名
な
毛
利
元
就
の
孫
)

が
太
田
川
の
河
口
に
築
城
を
始
め
、

｢広
島
｣
と
命
名
し
た
こ
と
に
由
来

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
干
拓
に
よ

り
耕
地
が
拡
大
、
人
口
も
増
加
し
、

さ
ら
に
商
業
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
、
大
坂
、
京

都
、
名
古
屋
、
金
沢
に
次
ぐ
都
市
に

成
長
し
ま
し
た
。

広
島
市
東
京
事
務
所

藤
田

昭
彦

一
人
八
九
年

(明
治
二
二
年
)
に

市
制
を
施
行
し
、
当
時
の
人
口
は
約

八
万
人
、
市
域
面
積
は
約
二
七
耐
で

し
た
。
そ
の
後
、
字
品
港
の
築
港
や

山
陽
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
、
鉄
道
や

港
湾
と
い
う
当
時
の
交
通
網
の
要
衝

と
な
り
、日
清
戦
争
開
戦
に
あ
た
り
、

大
本
営
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
｢軍
都
｣

の
性
格
を
、
ま
た
、
広
島
高
等
師
範

学
校
や
広
島
文
理
科
大
学
が
開
校
す

る
な
ど

｢学
都
｣
と
し
て
の
性
格
も

併
せ
持
つ
近
代
都
市
と
し
て
発
達
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
九
四
五
年

(昭
和
二

〇
年
)
八
月
六
日
、
一
発
の
原
子
爆

弾
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
、
爆
心
地
か
ら
約
二
皿
の
区
域
の

建
物
は
全
壊
全
焼
、
約
三
皿
の
区
域

の
建
物
も
ほ
ぼ
半
壊
半
焼
と
な
る
な

ど
、
焼
失
面
積
は
約
一
三
耐
に
も
及

び
ま
し
た
。
人
口
は
戦
前
自軍
局
時
の

四
二
万
人
か
ら
一
四
万
人
に
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た

(図
1
)。

こ
の
廃
嘘
の
中
か
ら
、
広
島
は
耐

え
難
い
悲
し
み
と
苦
し
み
を
乗
り
越

え
復
興
し
て
き
ま
し
た
。
･
九
四
九

年

(昭
和
二
四
年
)
に
、
｢広
島
平
和

記
念
都
市
建
設
法
｣
が
施
行
さ
れ
、

引
き
続
き
、
一
九
五
二
年

(昭
和
二

七
年
)
に

｢広
島
平
和
記
念
都
市
建

設
計
画
｣
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
被
害
の
大
き
か

っ
た
中
心
部
の
復
興
土
地
区
画
整
理

を
は
じ
め
、
平
和
記
念
公
園
、
原
爆

資
料
館
、
市
民
病
院
な
ど
の
建
設
や
、

さ
ら
に
平
和
大
橋
･
西
平
和
大
橋
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
ま
し
た
。

一
九
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長

時
代
に
は
、
日
常
生
活
圏
の
広
域
化

と
周
辺
地
域
の
都
市
化
の
進
行
に
よ

り
、
本
市
と
周
辺
地
域
の
相
互
依
存

関
係
が
高
ま
り
、
地
域
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
域
を

越
え
て
広
域
的
か
つ
総
合
的
な
都
市

づ
く
り
が
必
要
か
つ
重
要
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
一
九
七
一
年

(昭
和
四

六
年
)
か
ら
一
九
七
五
年

(昭
和
五

〇
年
)
に
か
け
て
、
周
辺
一
三
町
村

と
の
合
併
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

の
合
併
に
よ
り
、
市
域
面
積
は
八
七

蝸
か
ら
六
七
六
嬬
に
大
幅
に
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
人
口
約
五
四
万
人
か

ら
約
八
七
万
人
に
増
加
し
、
一
九
八

〇
年

(昭
和
五
五
年
)
に
全
国
で
一

〇
番
目
の
政
令
指
定
都
市
に
な
り
ま

し
た

(図
2
)
。

そ
の
後
、
中
四
国
地
方
の
中
枢
都

市
と
し
て
一
層
発
展
す
る
た
め
、
本

市
は
地
域
経
済
の
活
性
化
、
教
育

･

福
祉
の
向
上
、
文
化

･
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
の
骨

格
と
な
る
道
路
、
下
水
道
、
公
園
な

ど
都
市
基
盤
の
整
備
を
積
極
的
に
推

/′‘ }着“〒ヤ うnnワワ
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面

進
し
ま
し
た
。

特
に
、
本
市
の
発
展
の
過
程
で
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
第

一
二
回
ア

ジ
ア
競
技
大
会
で
す
。
一
九
九
四
年

(平
成
六
年
)
に
首
都
以
外
の
都
市

で
は
初
め
て
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
競
技
大

会
に
照
準
を
合
わ
せ
、
建
設
投
資
が

一
気
に
行
わ
れ
、
広
島
広
域
公
園
な

ど
の
競
技
施
設
や
宿
泊
施
設
は
も
と

よ
り
、
広
島
空
港
、
新
交
通
シ
ス
テ

ム
や
山
陽
自
動
車
な
ど
幹
線
道
路
が

年 鯲 跳 眺 臘 鰡 鴎 螂 螂 鰐 蹴 郷
面積 (k節 郷 獨 芻 鰈㈱鰈榔 総礪篠鯏人□ (万人) 稠 鱒蹴翔鰄 駝総離濃鰔鰍

人口と面積の移り変わり図

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
発
展
を
続
け
て
い
る

中
、
広
島
都
市
圏
に
お
け
る
幹
線
道

路
網
に
つ
い
て
は
、

一
九
九
二
年

(平
成
四
年
)
に
、
｢都
市
内
交
通
の

高
速
性
･
定
時
性
の
強
化
や
渋
滞
緩

和
｣
を
図
る
観
点
か
ら
、
｢広
島
周

辺
幹
線
道
路
網
整
備
連
絡
協
議
会

(構
成
…
旧
建
設
省
中
国
地
方
建
設

局
、
広
島
県
、
広
島
市
、
旧
日
本
道

路
公
団
)｣
に
お
い
て
、
自
動
車
専

用
道
路
等
の
計
画
を
明
確
に
し
た
基

//ゞ′′′
′ゞ
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本
的
な
考
え
方
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
一
九
九
四
年

(平
成
六
年
)
に
、

こ
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
自
動

車
専
用
道
路
の
全
て
が
地
域
高
規
格

道
路
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
自
動
車
専
用

道
路
の
整
備
促
進
を
図
る
た
め
、
一

九
九
六
年

(平
成
八
年
)、
旧
中
国

地
方
建
設
局
長
、
広
島
県
知
事
、
広

島
市
長
の
三
者
間
で
、
｢指
定
都
市

高
速
道
路
｣
の
導
入
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
が
谷
呈
思
さ
れ
、
こ
れ
を
受

け
て
、
一
九
九
七
年

(平
成
九
年
)

六
月
三
日
に
、
『広
島
高
速
道
路
公

社

(以
下

｢公
社
｣
と
い
う
。)』
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
こ
の
六
月
で
公
社
は

ち
ょ
う
ど
満
一
〇
歳
に
な
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
広

島
都
市
高
速
道
路
の
概
要
や
公
社
の

こ
れ
ま
で
の
一
〇
年
、
今
後
の
予
定

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
計
画
の
概
要

広
島
都
市
高
速
道
路
は
、
高
速
一

号
線

(安
芸
府
中
道
路
)、
高
速
二

号
線

(府
中
仁
保
道
路
)
、
高
速
三

号
線

(広
島
南
道
路
)、
高
速
四
号

線

(広
島
西
風
新
都
線
)、
高
速
五

号
線

(東
部
線
)
の
計
五
路
線
で
構

N⑳

＼
＼
-、
、
、"ノ

成
さ
れ
、
山
陽
自
動
車
道
を
は
じ
め

と
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
や
東
広
島

バ
イ
パ
ス

(
一
般
国
道
二
号
)
、
広

島
呉
道
路

(
一
般
国
道
三
一
号
)
な

広島高速6号線ミ
(東部線) '

　　　　　　　　　
　
　 　　　
広島駅北口 籤

議
ど
の
地
域
高
規
格
道
路
と
と
も
に
、

都
市
内
の
環
状
･
放
射
型
の
自
動
車

専
用
道
路
網
を
形
成
す
る
よ
う
計
画

さ
れ
て
い
ま
す

(図
3
)
。
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図 3 広島高速道路図 (平成 19年 6月現在)
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そ
れ
で
は
、
路
線
ご
と
に
紹
介
し

ま
す
。

◎
高
速
一
号
線

広
島
東
I
C
~
温
品
J
C
T
間

(約
六
･
五
蝋
)

こ
の
路
線
は
、
山
陽
自
動
車
道

･

今
年

広
島
東
I
C
か
ら
広
島
市
中
心
部
ま

に
も
そ

で
を
連
絡
し
、
広
島
空
港
や
広
島
県

す
る
予
{

東
部
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
を
向
上

◎
高
速
一

さ
せ
、
さ
ら
に
、
広
島
市
北
東
部
地

温
品

城
の
交
通
混
雑
を
緩
和
し
ま
す
。

こ
の
路
線
は
昨
年
の
一
〇
月
に
全

線
開
通
し
ま
し
た
。
開
通
式
に
は
、

　　　　　　　　　　　　
　

株
式
会
社
な
ど
の
関
係
者
、
ま
た
地

　
　　

　
　
　
　　

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

(写
真
1
)。
多
く
の
来
賓
の
方
か
ら

　
　
　
　　

り
、
数
十
台
の
開
通
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
路
線
は
山
陽
自
動
車

ゞ

道
と
直
結
さ
れ
て
い
る
た
め
、
山
陽

自
動
車
道
と
の
合
併
料
金
所

｢都
市

高
速
広
島
東
料
金
所
｣
に
広
島
都
市

高
速
道
路
で
初
め
て
と
な
る
E
T
C

設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
の
ほ
か
の
料
金
所

に
も
そ
れ
ぞ
れ
E
T
C
設
備
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。

◎
高
速
二
号
線

温
品
J
C
T
~
仁
保
J
C
T
間

(五
･
九
鹸
)

こ
の
路
線
は
、
高
速
一
号
線
と
高

速
三
号
線
を
通
じ
て
、
山
陽
自
動
車

道
及
び
東
広
島
バ
イ
パ
ス
等
の
主
要

幹
線
道
路
と
連
絡
し
て
お
り
、
道
路

網
全
体
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
東
部
地
域
に
お
け
る
南
北
方

向
の
交
通
の
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

こ
の
路
線
は
全
線
高
架
構
造
で
、

一
部
区
間
に
つ
い
て
当
面
、
暫
定
二

車
線
で
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
現
在
、
全
区
間
で
工
事
に
着
手

し
ま
す

(写
真
2
)。
完
成
予
定
年

少

度
は
二
〇
〇
九
年
度

(平
成
二
一
年

7

度
)
末
で
す
。

◎
高
速
三
号
線

セ

仁
保
J
C
T
、
観
音
間

断

(七
･
七
師
)

こ
の
路
線
は
、
東
広
島
バ
イ
パ
ス

等
と
一
体
と
な
っ
て
広
島
都
市
圏
の

東
西
軸
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
東

西
方
向
の
交
通
混
雑
の
緩
和
を
図

り
、
ま
た
臨
海
部
に
お
い
て
さ
ら
な

レモニー

写真 2 工事の進捗状況



る
開
発
･
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

こ
の
路
線
も
全
線
高
架
構
造
で
、

こ
の
う
ち
、
仁
保
J
C
T
~
宇
品
間

(二
.
六
m
)
に
つ
い
て
は
、
二
〇

〇
〇
年

(平
成
三
一年
)
三
月
に
供

用
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
区
間

に
は
、
桁
橋
と
し
て
は
日
本
最
長
の

支
間
長

(中
央
支
間
長
二
七
0
m
)

を
有
し
て
い
る

｢字
品
大
橋
｣
が
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
字
品
~
観
音
間

(五
･
一

如
)
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
暫
定
二

車
線
で
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
お

り

･現
在
、
高
架
橋
の
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
完
成
予
定
年
度
は
二
〇

一
三
年
度

(平
成
二
五
年
度
)
で
す

(写
真
2
)。

◎
高
速
四
号
線

沼
田
~
中
広
間

(四
･
九
如
)

こ
の
路
線
は
、
山
陽
自
動
車
道

･

五
日
市
I
C
及
び
そ
の
周
辺
で
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る

｢ひ
ろ
し
ま
西

風
新
都
｣
と
広
島
市
中
心
部
を
直
結

し
て
お
り
、
こ
の
開
発
促
進
や
広
島

市
北
西
部
地
域
の
交
通
混
雑
を
緩
和

し
て
い
ま
す
。

こ
の
路
線
は
、
延
長
約
三
･
九
如

の
ト
ン
ネ
ル
と
橋
長
約
0

･
八
蝋
の

橋
梁

(広
島
西
大
橋
)
(写
真
3
)

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
一
三
年

一
〇
月
に
供
用
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
料
金
所
に
E
T
C
設
備
を
設
置
す

る
予
定
で
す
。

◎
高
速
五
号
線

温
品
J
C
T
~
J
R
広
島
駅
北
口
間

(四
･
0
如
)

こ
の
路
線
は
、
広
島
高
速
一
号
線

を
介
し
て
山
陽
自
動
車

･
広
島
東
I

C
と
直
結
し
、
広
島
駅
周
辺
市
街
地

か
ら
広
島
空
港
ま
で
の
間
の
高
速

性

,
定
時
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
北
東
部
地
区
の
交
通
混
雑
の
緩

和
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
路
線
は
、
延
長
約

一
･
八
蝿
の
ト
ン
ネ
ル
と
高
架
構
造

で
構
成
さ
れ
、
当
面
、
全
区
間
を
暫

定
二
車
線
で
整
備
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
現
在
、
用
地
買
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。
完
成
予
定
年
度
は
平
成
二

四
年
度
で
す
。

◆
お
わ
り
に

高
速
道
路
は
広
島
都
市
圏
の
社
会

･

こ
の
六
月
で
公
社
が
設
立
さ
れ

経
済
活
動
や
日
常
生
活
に
重
要
な
役

て
、
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
に
な
り
ま
し

割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

た
。
整
備
計
画
の
五
割
程
度
し
か
整

り
、
県
民
･
市
民
の
期
待
は
益
々
高

備
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
厳

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ
ま
で
、

こ
の
た
め
、
広
島
都
市
高
速
道
路

高
速
一
号
線
･
三
号
線

･
四
号
線
の

が
一
日
も
早
く
全
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

供
用
を
図
る
な
ど
着
実
に
成
果
を
上

化
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
、
着
実

げ
て
き
ま
し
た
。

に
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
た
、
二
0
O
六
年

(平
成
一
八

て
い
ま
す
。

年
)
-
0
月
の
高
速
一
号
線
全
線
開

通
を
受
け
、
都
市
高
速
道
路
の
利
用

交
通
量
も
堅
調
に
増
加
す
る

(対
前

年
度
比
約
一
0
%
増
)
な
ど
、
都
市

50 道行セ 20077
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会
津
篶
喩
繭
歩
週
臺
鬮
駐
輸
社
会
実
験
調
査

j
歩
道
空
間
に
お
け
る
自
転
車
走
行
抑
制
と
歩
道
有
期
活
用
事
業
i

会
津
若
松
市
神
明
通
り
商
店
街
振
興
組
合

佐
藤

有
希

は
じ
め
に

る
歩
道
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

心
商
店
街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

三

社
会
実
験
の
概
襲

い
ま
す
。
本
社
会
実
験
期
間
中
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
道

福
島
県
会
津
若
松
市
の
神
明
通
り
は
、
会
津
地
方
唯
一

の
百
貨
店
や
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
な
ど
の
商
業
･
サ

ー
ビ
ス
業
、
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
の
業
務
機
能
、
市
役
所

な
ど
の
行
政
機
能
が
集
積
し
た
地
域
で
、
市
内
唯
一
の
ア

ー
ケ
ー
ド
が
あ
り
、
広
幅
員
歩
道
を
も
つ
商
店
街
で
す
。

近
く
に
学
校
が
あ
る
こ
と
か
ら
平
日
の
自
転
車
通
行
量
は

約
三
、
O
O
O
台
/
日
と
非
常
に
多
い
地
域
で
あ
り
、
歩

道
上
に
は
、
買
物
客

･
学
生
等
の
自
転
車
や
放
置
自
転
車

が
乱
雑
に
置
か
れ
、
歩
行
空
間
が
阻
害
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
若
年
層
を
中
心
に
自
転
車
の
過
ス
ピ
ー
ド
･
並

列
走
行
･
二
人
乗
り
が
目
立
ち
、
歩
行
者
と
自
転
車
と
の

接
触
事
故
も
発
生
し
て
お
り
、
歩
行
者
が
安
心
し
て
歩
け

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
歩
行
空
間
に
お
け
る
歩
行

者
の
安
全
性
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
自
転
車
通
行
の
通

行
モ
ラ
ル
と
安
全
性
の
向
上
に
向
け
た
分
離
通
行
と
啓
蒙

活
動
を
実
施
し
、
併
せ
て
歩
行
空
間
の
美
化
対
策
と
し
て

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
し
、
そ
の
有
効
性
や
課
題
に
つ

い
て
検
証
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

ま
た
、
神
明
通
り

(国
道
三

八
号
)
の
自
動
車
交
通

量
は
、
平
日
で
約
エ
ハ
、
0
O
0
台
/
日
、
休
日
で
約
一

四
、
0
0
0
台
/
日
と
多
く
、
休
日
の
落
ち
込
み
は
少
な

い
の
で
す
が
、
歩
行
者

･
自
転
車
の
通
行
量
を
み
る
と
、

休
日
は
平
日
の
約
二
割
程
度
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り
、
中

い
ま
す
。
本
社
会
実
験
期
間
中
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
道
路

空
間
の
歩
行
者
天
国
を
実
施
し
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
を
図

る
も
の
で
す
。

実
験
期
間
は
、
平
成
一
人
年
九
月
二
三
日

(土
)
か
ら

一
〇
月
二
二
日

(日
)
の
一
カ
月
間
で
、
社
会
実
験
実
施

項
目
と
し
て
、
①
歩
道
上
で
の
自
転
車
駐
輪
帯
設
置
実
験

と
自
転
車
利
用
者
モ
ラ
ル
向
上
の
た
め
の
啓
蒙
活
動

(最

適
配
置
位
置
の
検
証
と
歩
行
者
安
全
性
検
証
)、
②
民
地

へ
の
駐
輪
場
設
置
と
歩
道
上
で
の
自
転
車
通
行
帯
設
置
実

験

(歩
行
者
･
自
転
車
利
用
者
の
安
全
性
及
び
利
便
性
等

の
検
証
)、
③
国
道
一
一
八
号
線
の
歩
行
者
天
国
実
施
実

験

(周
辺
道
路
へ
の
影
響
調
査
と
賑
わ
い
づ
く
り
検
証
)

の
三
項
目
を
実
施
し
ま
し
た
。



三

実
験
期
間
中
の
状
況

実
験
実
施
前
の
様
子

(写
真
ー
)
は
、
駐
輪
場
と
し
て

の
場
所
を
確
保
し
て
い
な
い
た
め
、
自
転
車
が
乱
雑
に
置

写真 1 駐輪場等実験事業の実施前の様子

か
れ
、
景
観
も
悪
く
、
通
り
か
ら
タ
ク
シ
ー
等
へ
乗
り
入

れ
の
際
も
、
不
便
を
き
た
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

ま
た
、
実
験
実
施
期
間
中
の
様
子
は
、
仮
設
駐
輪
場
を

一
五
ヵ
所
に
設
置
し
、混
雑
時
は
係
員
が
整
理
し
ま
し
た
。

　　ず字

　

　

　

　

　

　　醇

　

　

　

　

　

-

′

｢
写

イ
ベ
ン
ト
時
で
も
歩
道
は
自
転
車
が
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
、
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
た

(写
真
2
･
3
)。

ま
た
、
大
型
店
舗
前

･
バ
ス
停
な
ど
自
転
車
利
用
者
が

多
く
、
歩
道
上
へ
自
転
車
を
駐
輪
す
る
際
に
、
混
雑
す
る

恐
れ
の
あ
る
箇
所
へ
駐
輸
帯
を
設
置
。
こ
れ
に
よ
り
、
歩

道
部
分
の
乱
雑
な
駐
輪
自
転
車
を
排
除
し
、
歩
行
者
･
自

転
車
利
用
者
の
安
全
性
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

歩
道
上
で
の
自
転
車
通
行
帯
設
置
実
験

(写
真
4
)
で

は
、
実
施
前
は
、
若
年
層
を
中
心
に
自
転
車
走
行
者
の
過

ス
ピ
ー
ド
･
並
列
走
行
、
二
人
乗
り
等
の
モ
ラ
ル
の
低
下

が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
歩
行
者
と
自
転
車
走
行
者
の

分
離
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
高
齢
者
等
の
歩
行
者
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
自
転
車
を
押
し
て

通
行
す
る
等
モ
ラ
ル
の
向
上
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。
自
転

車
は
道
路
交
通
法
第
二
条
人
項
、
同
条
十
一
項
、
同
条
十

一
項
の
二
に
規
定
さ
れ
て
い
る
様
に
車

(軽
車
両
)
に
区

別
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
と
車
輌
が
同
じ
空
間
を
通
行

す
る
事
は
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
転

車
は
車
輌
と
い
う
扱
い
で
あ
っ
て
も
道
路
交
通
法
第
六
十

三
条
四
項
に
よ
り
広
中
員
歩
道
に
限
っ
て
、
通
行
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
歩
行
者
の
通
行
に
危
険
を
与

え
て
い
る
以
上
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
も
の

刀

で
す
。

例
え
ば
･
自
転
車
を
車
両
と
み
な
し
て
、
車
道
走
行
へ

枇首}

移
行
す
る
。
こ
れ
に
は
道
路
空
間
と
自
転
車
運
転
者
へ
の

)

教
育
等
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
自
転
車
を
歩
行
者
と
み
な

52



写真 4 自転車通行帯設置実験の様子

写真 6 地元高校ブラスバンド部による演奏

い
場
所
で
は
手
押
し
に
よ
る
通
行
を
徹
底
さ
せ
る
指
導
を

行
う
事
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

若
年
層
を
中
心
と
し
た
自
転
車
利
用
者
の
過
ス
ピ
ー

ド
･
並
列
走
行
･
二
人
乗
り
等
が
目
立
つ
た
め
、
通
行
モ

ラ
ル
向
上
に
向
け
て
啓
蒙
活
動
を
行
い
ま
し
た

(写
真

5
)
0写真

6
5
8
は
ま
た
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
八
日
(日
)

午
前
一
一
時
か
ら
神
明
通
り

(国
道
一
一
八
号
)
に
お
い

て
開
催
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
実
験
事
業
の
様
子
で
す
。

社
会
実
験
効
果
測
定
結
果
と
し
て
、
中
心
商
店
街
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
休
日
に
お
け
る
定
期
的
な
歩

行
者
天
国
化
を
計
画
し
て
い
る
が
、
神
明
通
り
で
は
会
津

ま
つ
り
等
な
ど
年
一
回
、
三
時
間
程
度
の
通
行
止
め
を
行

箔垳でセ 20077 タラ

転車通行モラル向上のための啓蒙活動聽

す
。
こ
れ
は
、
歩
行
者
と
自
転
車
が
安
全
に
共
存
で
き
る

ま
ず
は
、
道
路
交
通
法
第
六
十
四
条
四
項
の
二
で
規
定

歩
道
の
整
備
や
標
識
の
整
備
等
、
膨
大
な
予
算
と
時
間
が

し
て
い
る
よ
う
に
自
転
車
の
歩
道
通
行
に
あ
た
っ
て
は
徐

か
か
っ
て
し
ま
う
事
か
ら
現
実
的
な
対
策
で
は
な
い
と
考

行
す
る
こ
と
、
歩
行
者
の
妨
害
に
な
り
そ
う
な
時
は
一
時

え
ま
す
。

停
止
す
る
事
の
啓
蒙
に
努
め
、
特
に
歩
行
者
通
行
量
の
多



写真 7 有志による合気道の模範演武

っ
た
実
績
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
神
明
通
り
を
通

行
規
制
し
、
歩
行
者
天
国
を
実
施
し
た
結
果
、
周
辺
道
路

で
の
歩
行
者
通
行
量
は
、
約
二
0
%
の
減
少
が
見
ら
れ
ま

す
。
平
常
の
歩
行
ル
ー
ト
か
ら
神
明
通
り
を
通
る
ル
ー
ト

へ
の
変
更
が
通
行
量
の
変
化
に
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。来

街
者
の
声
と
し
て
、
毎
月
一
回
程
度
の
歩
行
者
天
国

で
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
目
玉
を
つ
く
り
、
家
族
連
れ
で
楽

し
い
場
所
に
し
て
は
ど
う
か
、
歩
行
者
天
国
を
定
期
的
に

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
街
者
も
増
え
る
だ
ろ
う
し
、

新
た
な
発
見
が
わ
か
る
と
思
う
な
ど
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
｢安
全
な
歩
行
空
間
の
提
供
｣
と

｢賑
わ
い
の
提
供
｣
は
、
人
を
集
め
る
有
効
な
施
策
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
が
判
断
で
き
ま
す
。

駐
輪
場
状
況
と
し
て
、
駐
輪
台
数
は
、
一
五
時
を
ピ
ー

ク
と
し
て
一
日
中
駐
輪
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
利
用
者

属
性
ま
で
は
検
証
で
き
な
い
が
、
車
に
頼
る
こ
と
が
で
き

な
い
高
齢
者
等
に
と
っ
て
街
な
か
の
交
通
手
段
と
し
て
自

転
車
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
認

識
さ
れ
ま
し
た
。

歩
行
者
の
安
全
確
保

(安
心
し
て
歩
け
る
空
間
)
が
第

一
優
先
で
あ
り
、
自
転
車
と
歩
行
者
が
混
在
し
て
通
行
し

て
い
る
現
況
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

歩
道
敷
内
を
自
転
車
通
行
と
歩
行
者
通
行
と
に
区
分
し

た
通
行
実
験
を
行
っ
た
が
、
限
ら
れ
た
歩
道
幅
員

(五
･

五
m
)
内
に
、

写真 8 神明通りで催された朝市

『オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
(電
線
類
地
中
化
地
上
器
)
+

歩
行
者
十
自
転
車
十
駐
輪
場
』

を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
駐
輪
場
を
歩
道
敷
外

の
民
有
地
に
整
備
す
る
こ
と
や
歩
道
敷
内
の
自
転
車
通
行

は
手
押
し
に
す
る
な
ど
、
対
応
す
べ
き
課
題
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
の
で
す
。

駐
輪
場
の
指
定
に
よ
っ
て
歩
道
内
の
駐
輪
は
整
然
と
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
駐
輪
場
の
必
要
性
は
認
識
で
き
た
も

の
で
あ
り
、
し
か
し
な
が
ら
、
店
舗
前
駐
輪
場
は
常
に
店

舗
の
人
達
が
整
理
す
る
事
か
ら
整
然
と
置
か
れ
て
い
る

が
、
駐
輪
場
の
設
置
場
所
が
店
舗
前
か
ら
離
れ
た
場
所
と

な
れ
ば
、
そ
の
環
境
の
変
化
が
ど
う
影
響
す
る
か

(無
断

駐
輪
や
不
法
駐
輪
)が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

歩
行
者
天
国
実
施

(図
)
に
よ
る
週
辺
道
路
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
神
明
通
り
を
歩
行
者
天
国
化
し
た
時
間

(九
時
~
一
八
時
)
と
平
常
時
の
周
辺
道
路
に
お
け
る
車

両
通
行
量
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
周
辺
道
路
の
通
行
特
性

に
よ
っ
て
異
な
る
影
響
が
現
わ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
通
り
は
相
互
通
行
道
路
で
あ
り
通
過
交
通
を
処

理
す
る
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
明
通
り
へ
の

北
及
び
南
か
ら
の
通
過
交
通
が
ほ
と
ん
ど
市
役
所
通
り
に

流
れ
、
平
常
時
と
比
較
し
て
約
三
倍
の
増
加
を
示
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す

(平
日
平
常
時
と
比
較
で
は
約
二
倍
)。

道
路
の
渋
滞
状
況
は
あ
る
程
度
見
ら
れ
た
も
の
の
、
渋

滞
長
が
長
く
な
り
他
の
周
辺
道
路
ま
で
影
響
す
る
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
神
明
通
り
通
行
止
め
の
影
響
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は
一
時
的
で
あ
り
、
通
行
止
め
の
周
知
徹
底

(事
前
予
告
)

を
広
範
囲
に
行
う
こ
と
に
よ
り
対
処
で
き
る
も
の
と
思
わ

れ
、
こ
れ
は
、
会
津
ま
つ
り
等
の
通
行
止
め
の
際
に
は
国

道
四
九
号
か
ら
な
ど
広
範
囲
な
地
点
か
ら
予
告
表
示
を
し

て
い
る
こ
と
が
参
考
に
で
き
ま
す
。

一
方
、野
口
英
世
青
春
通
り
は
一
方
通
行
道
路
で
あ
り
、

主
と
し
て
歩
行
者
優
先
道
路
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
常
時
で
も
通
過
交
通
と
い
う
よ
り
域
内
発
生
交

通
を
処
理
す
る
道
路
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
神
明
通
り

で
の
通
行
止
め
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
数
値
を 図 歩行者天国実施概要図

示
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
当
該
道
路
の
西
側

に
位
置
す
る
県
道
は
相
互
交
通
と
し
て
通
過
交
通
を
処
理

す
る
こ
と
か
ら
、
神
明
通
り
通
行
止
め
の
影
響
が
あ
っ
た

も
の
と
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
今
回
の
社
会
実
験
に
お
い

て
調
査
し
て
い
な
い
た
め
、
次
回
社
会
実
験
に
お
け
る
調

査
の
範
囲
を
広
げ
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
神
明
通
り
は

国
道
一
一
八
号
と
し
て
市
内
を
中
心
に
縦
断
す
る
幹
線
道

路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
常
時
で
も
朝
夕
の
混
雑
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
休
日
で
は
混
雑
の
度
合
い
が
小
さ
い
の
で

す
。
社
会
実
験
で
は
影
響
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
休
日
で

か
つ
朝
夕
の
混
雑
時
間
を
避
け
て
実
施
し
た
も
の
で
あ

り
、
周
辺
道
路
へ
の
影
響
は
少
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
神
明
通
り
の
日
常
の
混
雑
は
、
一
時
停
車
車
両

や
バ
ス
･
タ
ク
シ
ー
停
車
に
よ
る
車
線
狭
縊
が
大
き
な
要

因
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
道
路
空

間
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
停
車
車
両
を
一
掃
す
る
な

ど

(例
え
ば
、
バ
ス
ベ
イ
や
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
の
整
備
又

は
道
路
敷
外
民
有
地
に
確
保
等
)
そ
の
解
消
方
法
を
見
出

す
社
会
実
験
で
の
検
証
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

来
街
者
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
、
歩
行
者
天
国
等
の
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
定
期
的

に
開
催
を
望
む
声
が
約
九
四
%
と
高
く
、
約
六
五
%
の
方

が
来
て
み
て
楽
し
か
っ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。
神
明
通
り

は
、
中
心
市
街
地
の
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
三

人
号
沿

線
に
展
開
し
て
い
る
商
店
街
で
あ
り
、
通
過
車
両
も
平
日

六
、
0
0
0
台
/
三
一h
と
相
当
の
交
通
量
で
あ
り
ま
す
。

歩
行
者
天
国
と
い
う
車
両
規
制
は
、
日
ご
ろ
味
わ
え
な
い

｢安
全
な
歩
行
空
間
｣
や
そ
の
場
を
ス
テ
ー
ジ
と
し
た

｢賑
わ
い
創
出
｣
に
対
し
て
、
多
く
の
市
民
は
楽
し
み
と

感
じ
て
お
り
、
集
客
力
に
は
大
き
な
効
果
が
あ
る
こ
と
が

伺
え
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
に
関
し
て
は
、
普
通
と
感
じ
た
人
が
約

二
人
%
、
つ
ま
ら
な
か
っ
た
と
感
じ
た
人
が
約
七
%
の
値

を
示
し
て
お
り
、
楽
し
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
内
容
の
充
実
も
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

歩
行
空
間
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
歩
行
空
間
を
活
用
し

て
イ
ス
･
テ
ー
ブ
ル
を
置
く
こ
と
に
対
し
て
は
、
約
九

五
%
の
方
が
設
置
す
べ
き
と
答
え
て
い
ま
す
。
片
側
三
〇

0
m
の
神
明
通
り
に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
休
憩
機
能
を
用

意
し
て
お
く
こ
と
は
、
買
い
物
客
に
と
っ
て
の
利
便
性
の

向
上
に
寄
与
す
る
し
、
商
店
街
に
と
っ
て
も
お
店
を
散
策

す
る
、
商
店
街
で
の
滞
在
時
間
が
長
く
な
る
な
ど
、
利
点

が
多
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
｢信
号
の
側
に

あ
る
イ
ス
･
テ
ー
ブ
ル
は
歩
行
者
に
と
っ
て
少
し
危
険
に

思
う
。｣
と
の
声
も
あ
り
、
イ
ス
･
テ
ー
ブ
ル
は
店
舗
側

に
置
く
な
ど
、
そ
の
設
置
場
所
は
十
分
検
討
す
る
必
要
性

が
あ
り
ま
す
。

駐
輪
帯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
社
会
実
験
の
一

つ
の
目
的
で
あ
る

｢駐
輪
帯
の
設
置
誘
導
に
よ
る
自
転
車

の
整
然
と
し
た
駐
輪
｣
｢通
り
の
美
化
｣
に
つ
い
て
の
設

問
で
は
、
約
九
0
%
の
方
が
良
い
こ
と
と
し
て
回
答
し
て

い
ま
す
。
日
頃
の
雑
然
と
し
た
駐
輪
状
況
に
不
満
を
持
っ
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て
い
る
買
物
客
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、
商
店
街
と
し
て

歩
行
者
と
自
転
車
の
安
全
確
保
を
ど
う
確
保
す
る
か
が
、

害
者
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
人
が
、
安
心
し
て
買
物
を

も
自
転
車
対
策
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
更
な
る
実
験

･
検
証
す
べ
き
で
あ

し
、
快
適
に
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
街
に
た

ま
し
た
。

り
ま

。

る
恐
れ
ミ
あ
る
。

ゞ

、
身
折
に
感
じ
ら
れ
る
間
願
と

自
転
車
･
歩
行
者
分
離
に
つ
い
て

｢自
転
車
を
押
し
て

歩
く
｣
こ
と
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
、
約
九
0
%
の
方
が

｢良
い
こ
と
｣
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
自
転
車
歩

行
者
混
在
交
通
に
対
し
て
、
非
常
に
危
険
性
を
感
じ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
、
商
店
街
に
買
物
を
目
的
と
し
て
来
た

場
合
は
、
自
転
車
を
押
し
て
歩
く
こ
と
に
抵
抗
感
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
単
な
る
通
過
目
的
で
あ
れ
ば
、
当
然

乗
っ
て
通
行
で
き
る
場
所
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
反
対
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
今
回
の
社
会
実
験
の
主
た
る
目
的
で

も
あ
る

｢自
転
車

･
歩
行
者
分
離
｣
に
対
し
て
の
反
応
で

あ
り
ま
す
。

期
間
限
定
に
よ
り
、
五
･
五
m
歩
道
幅
員
を
自
転
車
通

行
帯
と
歩
行
者
通
行
帯
に
区
分
し
た
と
こ
ろ
、
良
い
こ
と

と
し
て
の
回
答
は
、
約
八
二
%
の
高
い
値
を
示
し
て
い
ま

す
。
ア
ー
ケ
ー
ド
内
の
自
転
車
通
行
可
と
歩
行
者
の
安
全

確
保
と
い
う
運
用
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

し
か
し
、
通
行
状
況
の
中
で
は
、
狭
い
幅
員
の
た
め
に
自

転
車
の
相
互
通
行
が
出
来
な
く
、
よ
ろ
よ
ろ
と
乗
っ
て
い

る
姿
や
、
自
転
車
の
速
度
が
速
く
歩
行
者
に
と
っ
て
危
険

感
を
与
え
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
手
段
と
し
て
の
自
転
車
は
利
便
性
が
高
く
、
今
後

進
む
高
齢
者
社
会
の
中
で
は
更
な
る
利
用
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
道
路
空
間

(歩
行
空
間
)
の
中
で
、

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
更
な
る
実
験

･
検
証
す
べ
き
で
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
、

･
歩
行
者
と
自
転
車
の
通
行
帯
を
区
分
す
る
場
所
を
植

栽
な
ど
で
隔
離
中
を
十
分
施
す
こ
と
に
よ
り
、
直
接

的
な
接
触
が
避
け
ら
れ
る
と
い
う
安
心
感
を
与
え

る
。

･
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
歩
行
者
専
用
と
し
て
、
自
転
車
通

行
帯
を
現
在
の
車
道
側
に
確
保
す
る

(車
道
内
の
自

転
車
通
行
帯
↓
駐
車
禁
止
の
徹
底

･
バ
ス
ベ
イ
設
置

の
検
討
)。

自
転
車
の
手
押
し
を
徹
底
す
る
た
め
に
、
所
々
に
乗
っ

た
ま
ま
で
の
進
入
が
で
き
な
い
柵
を
設
け
る
。
な
ど
、

様
々
な
施
策
の
実
験
を
実
施
し
、
神
明
通
り
に
と
っ
て
ベ

ス
ト
な
方
策
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

郊
外
大
型
店
の
出
店
に
つ
い
て
は
、
郊
外
の
大
型
店
、

量
販
店
の
出
店
規
制
に
つ
い
て
、
約
八
0
%
の
方
が
規
制

す
べ
き
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
反
対
者
の
う
ち
、

自
家
用
車
利
用
が
約
八
〇
%
を
占
め
て
お
り
、
車
に
依
存

し
て
い
る
方
は
郊
外
で
の
大
型
無
料
駐
車
場
の
あ
る
大
型

店
の
利
用
し
や
す
さ
を
評
価
し
、
市
民
に
と
っ
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
問
題
点
と
叫
ば
れ
て
い
る

｢今
後
、
高
齢
化
が

進
行
す
る
中
で
、
郊
外
大
型
店
ば
か
り
に
な
れ
ば
、
車
を

利
用
し
な
い
と
買
物
等
が
行
え
な
い
た
め
、
高
齢
者
や
障

し
、
快
適
に
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
街
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
。｣
が
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
問
題
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
現
状
が
伺
え
ま
す
。

本
市
の
中
心
市
街
地
の
商
店
街
が

｢元
気
が
な
い
｣
こ

と
は
、
大
き
な
問
題
と
の
認
識
で
あ
り
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
、
商
店
街
の
活
性
化
に
対
し
て
の
更
な
る
事
業
の

必
要
性
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

四

お
わ
り
に

今
後
の
課
題
･
ま
と
め
と
し
て
、
社
会
実
験
の
実
施
に

伴
い
、
ま
ず
歩
道
上
で
の
自
転
車
駐
輪
帯
設
置
に
よ
り
来

街
者
の
自
転
車
駐
輪
に
対
す
る
マ
ナ
ー
が
神
明
通
り
の
美

化
に
繋
り
、
ま
た
、
歩
行
者
と
自
転
車
通
行
者
を
分
離
す

る
こ
と
で
過
ス
ピ
ー
ド
や
二
人
乗
り
等
の
危
険
性
を
排
除

し
、
通
行
モ
ラ
ル
･
安
全
性
の
向
上
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

国
道
一
一
八
号
で
あ
り
幹
線
道
路
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
神
明
通
り
を
歩
行
者
天
国
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

住
民
の
皆
様
に
は
安
全
か
つ
十
分
に
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
賑
わ
い
創
出
に
対
し
多
大
な
効
果
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
賑
わ
い
創
出
と
併
行
し
て
、
定
期
的
な
歩
行

者
天
国
の
実
施
、
車
道
部
分
で
の
安
全
対
策
･
駐
輪
対
策

な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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